
ロ
シ
ア
帝
国
統
治
下
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
社
会
構
造
と
司
法
制
度

　

―
―

　

清
代
モ
ン
ゴ
ル
と
の
比
較
か
ら

　

―
―

　

額
定
其
労

1　

は
じ
め
に

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
広
大
な
領
域
を
支
配
し
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
は
、
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
の
間
に
、
清
と
ロ
シ
ア
の
二
つ
の

帝
国
の
統
治
下
に
置
か
れ
て
い
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の
大
半
を
治
め
る
こ
と
に
な
っ
た
清
も
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
や
カ
ル
ム
ィ
ク
な
ど
、
少
数
の

部
を
統
治
し
た
に
す
ぎ
な
い
ロ
シ
ア
も
、
多
数
の
民
族
や
宗
教
集
団
を
抱
え
る
君
主
国
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
帝
国
で
は
、
宇
山
智
彦
氏
の
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
個
別
主
義
」
論（

（
（

に
あ
る
と
お
り
、
被
支
配
の
諸
集
団
に
つ
い
て
は
、
そ
の

（
1
）　

宇
山
智
彦
「「
個
別
主
義
の
帝
国
」
ロ
シ
ア
の
中
央
ア
ジ
ア
政
策

　

―
―

　

政
教
化
と
兵
役
の
問
題
を
中
心
に

　

―
―

　

」『
ス
ラ
ヴ
研
究
』
五
三
（
二
〇
〇

六
）、
五
四
〜
五
七
頁
。

ロ
シ
ア
帝
国
統
治
下
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
社
会
構
造
と
司
法
制
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特
殊
性
を
活
か
す
と
同
時
に
、
原
則
と
し
て
現
地
の
社
会
構
造
を
維
持
す
る
統
治
方
針
が
採
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
方
針
は
、
前
近
代
の
多

く
の
帝
国
と
同
様
、
領
内
の
在
地
の
貴
族
（
貴
顕
）
や
宗
教
指
導
者
に
本
来
の
統
治
権
を
認
め
る
代
わ
り
と
し
て
、
帝
国
に
対
す
る
納
税

や
軍
事
等
の
義
務
を
担
わ
せ
る
と
い
う
、
統
治
制
度
を
軸
に
実
現
さ
れ
た（

（
（

。

こ
の
よ
う
な
在
地
社
会
の
自
立
を
許
容
す
る
統
治
構
造
は
、
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
帝
国
に
お
け
る
多
元
的
法
現
象
を
も
た
ら
し

た（
（
（

。
ロ
シ
ア
お
よ
び
清
の
統
治
下
に
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
も
同
様
に
、
在
来
の
社
会
構
造
の
基
で
、
モ
ン
ゴ
ル
固
有
法
の
実
践
が

許
さ
れ
た（

（
（

。
一
方
で
、
ロ
シ
ア
と
清
は
、
国
政
や
宗
教
・
民
族
政
策
、
支
配
民
族
が
多
数
派
民
族
か
否
か
等
、
様
々
な
点
で
異
な
っ
て
い

た
た
め
、
両
者
の
モ
ン
ゴ
ル
統
治
政
策
に
も
相
異
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
両
者
に
分
か
た
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
間
に
も
、
歴
史
的
・
社
会
的
な

相
違
が
存
在
し
た
。

本
稿
で
は
、
ロ
シ
ア
お
よ
び
清
の
統
治
下
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
の
社
会
構
造
と
司
法
制
度
を
比
較
検
討
す
る
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
法
制

史
の
視
点
か
ら
は
殆
ど
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
ロ
シ
ア
帝
国
統
治
下
の
バ
イ
カ
ル
湖
南
側
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
事
例
を
中
心
に
考
察
し（

（
（

、

清
帝
国
統
治
下
モ
ン
ゴ
ル
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
比
較
の
必
要
に
応
じ
て
述
べ
る
程
度
に
と
ど
め
た
い（

（
（

。
こ
の
よ
う
な
比
較
研
究
を
行
う

の
は
、
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
ま
で
の
モ
ン
ゴ
ル
法
制
史
研
究
の
射
程
と
知
見
を
広
げ
、
ま
た
、
同
時
代
の
清
と
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
の

比
較
帝
国
論
に
も
寄
与
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る（

（
（

。

以
下
、
ま
ず
2
で
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
対
ブ
リ
ヤ
ー
ト
司
法
政
策
の
推
移
を
記
述
し
、
3
で
は
ブ
リ
ヤ
ー
ト
が
自
ら
定
め
た
諸
法
律
の

制
定
体
制
と
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
4
で
は
そ
れ
ら
諸
法
律
の
内
容
に
基
づ
い
て
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
社
会
構
造
と
裁
判
制
度

に
つ
い
て
考
察
し
、
5
で
そ
れ
ら
を
清
帝
国
統
治
下
の
モ
ン
ゴ
ル
と
比
較
検
討
す
る
。
最
後
に
6
で
本
稿
の
要
点
を
ま
と
め
、
モ
ン
ゴ
ル

諸
部
の
事
例
か
ら
見
る
、
ロ
シ
ア
帝
国
と
清
帝
国
の
比
較
帝
国
論
に
つ
い
て
私
見
を
提
示
す
る
（
以
下
、
ロ
シ
ア
語
の
原
語
を
示
す
際
に
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（
2
）　

宇
山
智
彦
「「
個
別
主
義
の
帝
国
」
ロ
シ
ア
の
中
央
ア
ジ
ア
政
策

　

―
―

　

政
教
化
と
兵
役
の
問
題
を
中
心
に

　

―
―

　

」、
二
七
頁
、
お
よ
び
、
同
「
帝
国

の
弱
さ

　

―
―

　

ユ
ー
ラ
シ
ア
近
現
代
史
か
ら
見
る
国
家
論
と
世
界
秩
序

　

―
―

　

」、
宇
山
智
彦
（
編
）『
比
較
帝
国
論
の
世
界
』（
札
幌:

北
海
道
大
学
ス
ラ

ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
）、
四
頁
。
ま
た
、
高
田
和
夫
『
ロ
シ
ア
帝
国
論

　

―
―

　

19
世
紀
ロ
シ
ア
の
国
家
・
民
族
・
歴
史
』（
東
京:

平
凡
社
、

二
〇
一
二
年
）
も
参
照
。
な
お
、
清
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
3
）　

帝
国
に
お
け
る
多
元
的
法
構
造
に
つ
い
て
は
次
の
近
著
を
参
照
。Jeroen D

uindam
 et al.,eds.,Law

 and Em
pire:Ideas,Practices,Actors 

（L
eiden/B

oston:B
rill,2013

）;L
auren B

enton and R
ichard J.R

oss,eds.,Legal Pluralism
 and Em

pires,1500-1850 （N
ew

 Y
ork/L

ondon:N
ew

 

Y
ork U

niversity P
ress,2013

）.

（
4
）　

本
研
究
で
用
い
る
「
モ
ン
ゴ
ル
」
と
い
う
概
念
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
話
す
諸
集
団
全
体
を
指
す
。
本
稿
の
主
題
で
あ
る
ブ
リ
ヤ
ー
ト
は
、
ハ
ル
ハ

（
現
モ
ン
ゴ
ル
国
）
や
オ
イ
ラ
ト
（
現
中
国
・
モ
ン
ゴ
ル
国
）
と
同
じ
く
モ
ン
ゴ
ル
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
見
な
さ
れ
る
。

（
5
）　

ロ
シ
ア
帝
国
統
治
下
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
司
法
に
関
し
、
リ
ャ
ザ
ノ
フ
ス
キ
ー
（Рязановский

）
氏
は
法
典
条
文
の
内
容
に
基
づ
い
て
、
そ
の
概
説

を
行
っ
て
い
る
（
リ
ャ
ザ
ノ
フ
ス
キ
イ
『
蒙
古
慣
習
法
の
研
究
』﹇
東
亜
経
済
調
査
局
訳
﹈、
東
京
：
東
亜
経
済
調
査
局
、
一
九
三
五
年
﹇
東
京
：
大
空

社
、
二
〇
〇
一
年
﹈、
二
〇
三
〜
三
四
五
頁
）。
ま
た
、
ナ
ツ
ァ
グ
ド
ル
ジ
（Н

ацагдорж

）
氏
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
統
治
下
に
置
か
れ
て
か
ら
ブ
リ
ヤ
ー

ト
の
社
会
構
造
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
（Ц

онгоол Б. Н
ацагдорж

,X
V

III ЗУ
У

Н
Ы

 Ү
ЕИ

Й
Н

 Ө
В

Ө
Р 

БА
Й

ГА
Л

Ы
Н

 БУ
РИ

А
Д

Ы
Н

 Н
И

Й
ГМ

И
Й

Н
 БА

Й
ГУ

УЛ
А

Л

﹇
一
八
世
紀
ザ
・
バ
イ
カ
ル
地
方
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
社
会
構
造
﹈、БУ

РИ
АД СУ

ДЛ
АЛ

 

（BU
RIAD

 STU
D

IES

） 6
 （2016

）,pp.97‒120

）。

（
6
）　

清
統
治
下
モ
ン
ゴ
ル
の
法
制
史
は
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
場
合
と
比
べ
る
と
、
よ
く
研
究
さ
れ
て
い
る
。
清
代
モ
ン
ゴ
ル
法
制
史
の
研
究
動
向
に
つ
い
て

は
差
し
当
た
り
、
萩
原
守
・
額
定
其
労
「
モ
ン
ゴ
ル
法
制
史
研
究
動
向
」『
法
制
史
研
究
』
六
四
号
（
二
〇
一
四
）、
一
七
一
〜
二
一
一
頁
を
参
照
。

ロ
シ
ア
帝
国
統
治
下
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
社
会
構
造
と
司
法
制
度

　

─
─

　

清
代
モ
ン
ゴ
ル
と
の
比
較
か
ら

　

─
─
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は
キ
リ
ル
文
字
を
用
い
、
モ
ン
ゴ
ル
語
原
語
は
ロ
ー
マ
字
で
転
写
す
る
）。

2　

ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
対
ブ
リ
ヤ
ー
ト
司
法
政
策
の
推
移

帝
政
ロ
シ
ア
は
一
六
二
五
年
頃
か
ら
ブ
リ
ヤ
ー
ト
へ
侵
攻
し
、
一
六
八
九
年
の
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
に
よ
っ
て
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
を
正
式

に
統
治
下
に
置
い
た
。
ロ
シ
ア
は
す
で
に
征
服
の
段
階
か
ら
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
地
方
に
次
々
と
官
衙
を
設
け
、
現
地
に
お
け
る
国
家
行
政
を

担
わ
せ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
は
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
内
政
に
干
渉
し
な
い
ス
タ
ン
ス
を
採
り
つ
つ
も
、
一
方
で
非
支
配
地
域
の
政
治
的
・
社
会
的

安
定
と
行
政
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
図
る
た
め
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
に
対
し
て
段
階
的
な
法
整
備
を
行
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

一
六
九
三
年
頃
、
エ
ニ
セ
イ
ス
ク
要
塞
（
一
六
一
八
年
建
設
）
の
代
官
ス
テ
パ
ン
・
コ
ロ
ビ
ン
（Степан Коровин

）
が
、
ブ
リ
ヤ
ー

ト
で
の
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
内
容
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
そ
の
報
告
書
を
シ
ベ
リ
ア
庁
（С

ибирский приказ

）
に
提
出
し
た（

（
（

。
こ

れ
は
、
ロ
シ
ア
人
に
よ
る
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
固
有
法
の
収
集
活
動
と
し
て
、
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
基
に
し
て
、
一
七
二
八
年
に

国
境
監
視
員
に
出
さ
れ
た
命
令
の
中
に
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
裁
判
制
度
に
関
す
る
規
定
が
改
め
て
設
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で

は
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
の
間
で
起
き
た
事
件
は
民
事
的
な
案
件
を
含
め
、
ロ
シ
ア
官
衙
が
処
理
し
て
い
た
が（

（
（

、
一
七
二
八
年
以
降
は
、
政
治

に
関
わ
る
刑
事
事
件
や
殺
人
事
件
の
み
を
現
地
駐
在
の
ロ
シ
ア
軍
政
官
が
処
理
し
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
氏
族

長
（
後
述
の
オ
ト
グ
長
）
が
自
ら
審
理
し
、
処
理
し
切
れ
な
い
場
合
に
、
隣
接
す
る
氏
族
長
ら
と
の
合
議
で
審
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た（
（1
（

。

こ
の
よ
う
な
、
案
件
処
理
の
役
割
分
担
と
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
に
お
け
る
裁
判
制
度
は
、
そ
の
後
帝
国
政
府
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
、
ブ
リ
ヤ
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ー
ト
社
会
を
対
象
と
す
る
裁
判
制
度
（
以
下
、「
国
家
裁
判
制
度
」
と
す
る
）
の
基
本
的
な
枠
組
み
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
次
ぐ
の
が
、
一
七
六
三
年
に
出
さ
れ
た
シ
チ
ェ
ル
バ
チ
ェ
フ
（Щ
ербачёв

）
二
等
少
佐
（секунд-майор

）
に
対
す
る
元
老

院
の
命
令
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
諸
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
裁
判
に
関
す
る
法
令
で
あ
る
。
ク
ド
リ
ヤ
フ
ツ
エ
フ

（Кудрявцев
）
氏
に
よ
れ
ば
、
同
命
令
の
内
容
は
一
七
二
八
年
の
命
令
と
類
似
し
て
い
る
が
、
主
に
、「
卑
近
な
統
治
」
は
ブ
リ
ヤ
ー
ト

の
支
配
層
に
任
せ
る
こ
と
と
し
、
彼
ら
に
裁
判
権
と
刑
罰
権
が
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た（
（1
（

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一

九
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
司
法
制
度
に
は
依
然
と
し
て
「
権
限
の
不
定
、
審
級
制
の
不
明
確
、
訴
訟
法
の
欠
缺
、
司
法

（
7
）　

本
研
究
で
用
い
る
一
次
史
料
は
、
主
と
し
て
一
九
世
紀
前
半
に
ブ
リ
ヤ
ー
ト
で
作
ら
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
文
諸
法
律
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
法
律
は
公

刊
ま
た
は
原
文
の
ま
ま
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
あ
る
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
研
究

所
（И

нститут восточны
х рукописей Российской академии наук.

以
下И

В
РРА

Н

と
す
る
）
が
挙
げ
ら
れ
、
筆
者
は
二
〇
一
三
年
四
月
に
お
よ

そ
二
週
間
の
期
間
で
同
文
書
館
で
史
料
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
同
文
書
館
の
モ
ン
ゴ
ル
関
係
文
書
の
一
部
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
形
で
東
洋
文
庫

（
東
京
）
に
招
来
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
詳
細
な
目
録
は
井
上
治
「
財
団
法
人
東
洋
文
庫
収
集
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
支
所
所
蔵
モ
ン
ゴ
ル
語
・
満
洲
語
資
料
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（R

235-R
255

）
所
収
文
献
目
録
」『
北
東
ア
ジ
ア
研
究
』
一
一
（
二
〇
〇

六
）、
八
五
〜
一
〇
五
頁
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）　

ク
ド
リ
ヤ
フ
ツ
エ
フ
『
ブ
リ
ヤ
ー
ト
蒙
古
民
族
史
』（（
蒙
古
研
究
所
訳
）﹇
東
京
：
紀
元
社
、
一
九
四
三
年
﹈）、
四
一
頁
。

（
9
）　

詳
細
に
つ
い
て
は
、Н

ацагдорж
,X

V
III ЗУ

У
Н

Ы
 Ү

ЕИ
Й

Н
 Ө

В
Ө

Р БА
Й

ГА
Л

Ы
Н

 БУ
РИ

А
Д

Ы
Н

 Н
И

Й
ГМ

И
Й

Н
 БА

Й
ГУ

УЛ
А

Л
,pp.112‒ 

114

を
参
照
。

（
10
）　

ク
ド
リ
ヤ
フ
ツ
エ
フ
『
ブ
リ
ヤ
ー
ト
蒙
古
民
族
史
』、
二
二
八
頁
。

ロ
シ
ア
帝
国
統
治
下
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
社
会
構
造
と
司
法
制
度
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と
行
政
と
の
結
合
、
法
慣
習
が
成
文
化
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
欠
陥
が
あ
っ
た（
（1
（

。

こ
の
よ
う
な
司
法
制
度
に
、
よ
り
制
度
化
さ
れ
た
規
範
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
一
八
二
二
年
の
シ
ベ
リ
ア
の
諸
エ
ス
ニ
ッ
ク
集

団
を
対
象
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「
異
族
人
統
治
規
約
」（Устав об управлении инородцев

）
で
あ
る（
（1
（

。
こ
の
規
約
は
、
ロ
シ
ア
当
局

の
命
令
を
受
け
た
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
の
ス
ペ
ラ
ン
ス
キ
ー
（M

.M
.С

перанский

）
と
、
彼
の
同
僚
バ
テ
ン
コ
フ
（Г

.С
.Батенков

）

が
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
を
含
む
シ
ベ
リ
ア
の
諸
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
調
査
に
基
づ
い
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る（
（1
（

。
高
田
和
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
こ

の
規
約
の
背
後
に
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
諸
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
を
ロ
シ
ア
人
定
住
民
の
文
化
水
準
に
ま
で
「
進
化
」
さ
せ
る
と
い
う
政
治
的
意

図
が
あ
っ
た（
（1
（

。
同
規
約
で
は
、
反
乱
や
謀
殺
、
略
奪
、
強
姦
、
通
貨
偽
造
、
官
有
公
有
財
産
の
略
取
の
よ
う
な
刑
事
案
件
の
処
理
は
ロ
シ

ア
官
衙
に
委
ね
ら
れ
、
そ
の
他
の
案
件
は
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
支
配
者
で
裁
く
こ
と
が
許
さ
れ
た（
（1
（

。

こ
れ
ら
の
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
が
自
立
的
に
行
う
裁
判
の
担
い
手
と
審
級
に
つ
い
て
、「
異
族
人
統
治
規
約
」
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る

（〔

〕
中
は
筆
者
に
よ
る
補
足
。
以
下
同
様
）。

氏
族
役
所
〔управления

〕
が
異
民
族
間
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
は
口
審
裁
判
所
を
成
す
も
の
で
あ
っ
て
、
第
二
審
は
異
民
族
役

所
〔управы

〕、
第
三
審
は
地
方
の
〔
ロ
シ
ア
〕
警
察
署
と
な
り
、
各
審
級
共
に
口
審
裁
判
所
で
あ
っ
た
。
地
方
警
察
署
の
裁
判
に

対
し
て
は
、
州
（
区
）
裁
判
所
へ
書
面
に
よ
り
上
訴
し
得
る
（
第
一
二
二
条
以
下
）。
刑
事
事
件
は
行
為
地
に
お
い
て
所
定
の
方
法

に
よ
り
審
理
さ
れ
る
（
第
二
五
六
条
以
下
）。
口
審
裁
判
所
に
お
け
る
訴
訟
手
続
が
定
め
ら
れ
、
い
か
な
る
事
件
と
雖
も
、
原
告
の

出
訴
な
く
し
て
審
理
を
開
始
す
る
こ
と
を
得
ず
、
又
下
級
審
の
審
理
を
経
ぬ
事
件
は
上
級
審
で
審
理
す
る
こ
と
を
得
な
い（
（1
（

。

ま
た
、「
異
族
人
統
治
規
約
」
第
六
八
条
で
は
、
現
地
駐
在
の
ロ
シ
ア
官
衙
が
ブ
リ
ヤ
ー
ト
な
ど
の
異
族
人
の
「
法
律
（
慣
習
）
に
関

す
る
完
全
か
つ
詳
細
な
資
料
を
蒐
集
す
る
」
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
そ
れ
が
一
八
四
一
年
の
「
東
シ
ベ
リ
ア
遊
牧
異
族
人
ス
テ
ッ
プ
法
集
成
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草
案
」
を
生
み
出
し
た
と
い
う（
（1
（

。

上
述
の
と
お
り
、
ロ
シ
ア
は
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
自
立
性
を
認
め
つ
つ
、
徐
々
に
ブ
リ
ヤ
ー
ト
に
お
け
る
帝
国
の
司
法
制
度
を
整
え
て
い
っ

た
。
そ
の
中
に
は
、
上
述
の
法
律
の
制
定
の
ほ
か
、
具
体
的
な
事
柄
に
対
す
る
個
別
命
令
も
含
ま
れ
た
。
例
え
ば
、
ク
ド
リ
ヤ
ツ
ェ
フ
氏

（
11
）　

ク
ド
リ
ヤ
フ
ツ
エ
フ
『
ブ
リ
ヤ
ー
ト
蒙
古
民
族
史
』、
二
二
九
頁
。

（
12
）　

リ
ャ
ザ
ノ
フ
ス
キ
イ
『
蒙
古
慣
習
法
の
研
究
』、
三
三
一
頁
。

（
13
）　

宇
山
智
彦
「
帝
政
ロ
シ
ア
地
方
統
治
規
程
」、
小
松
久
男
他
（
編
）『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
知
る
辞
典
』（
東
京
：
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
三
六

〇
頁
。
な
お
、
こ
の
「
異
族
人
統
治
規
約
」
は
『
ロ
シ
ア
帝
国
法
律
全
書
』（П

олное собрание законов Российской империи

）
に
収
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
原
文
に
つ
い
て
はhttp://nlr.ru/e-res/law

_r/content.htm
l

（
ア
ク
セ
ス
：2018.05.30

）
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、M

ark R
aeff, 

Siberia and the Reform
 of 1822 （W

ashington U
niversity P

ress,1956

）
も
併
せ
て
参
照
。

（
14
）　

A
N

D
R

A
IN

 B
orisov, “T

he political status and ethnic identity of S
iberian nom

adic
“aliens ”

in the fi
rst half of the

19 century, ” N
ortheast 

Asian Studies
18 

（201
4

）,p.4.

（
15
）
高
田
和
夫
『
ロ
シ
ア
帝
国
論

　

―
―

　

19
世
紀
ロ
シ
ア
の
国
家
・
民
族
・
歴
史
』、
七
四
〜
七
五
頁
。
同
規
約
の
下
で
シ
ベ
リ
ア
現
地
社
会
が
如
何
に
し

て
ロ
シ
ア
に
編
入
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
の
一
例
と
し
て
は
、
長
沼
秀
幸
「
19
世
紀
前
半
カ
ザ
フ
草
原
に
お
け
る
ロ
シ
ア
帝
国
統
治
体
制
の
形

成
」『
ス
ラ
ヴ
研
究
』
六
二
（
二
〇
一
五
年
）、
一
九
七
〜
二
一
八
頁
を
参
照
。

（
16
）　

リ
ャ
ザ
ノ
フ
ス
キ
イ
『
蒙
古
慣
習
法
の
研
究
』、
三
三
二
頁
。

（
17
）　

リ
ャ
ザ
ノ
フ
ス
キ
イ
『
蒙
古
慣
習
法
の
研
究
』、
三
三
二
〜
三
三
三
頁
。
な
お
、
リ
ャ
ザ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
は
同
時
に
こ
の
制
度
の
問
題
点
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
司
法
と
行
政
と
が
分
離
し
て
い
な
い
こ
と
、
審
級
の
多
い
こ
と
、
上
級
審
が
土
着
民
の
慣
習
性
を
知
悉

し
な
い
こ
と
、
詳
細
な
訴
訟
法
的
及
び
実
体
法
的
な
慣
習
法
典
の
存
在
し
な
い
こ
と
等
」
で
あ
る
（
同
三
三
三
頁
）。

ロ
シ
ア
帝
国
統
治
下
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
社
会
構
造
と
司
法
制
度
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に
よ
れ
ば
、「
裁
判
を
経
ざ
る
棒
、
二
股
鞭
、
鞭
の
刑
の
廃
止
、
禁
止
に
関
す
る
」
一
七
九
五
年
の
勅
令
や
、「
長
官
に
対
す
る
反
抗
者
、

反
発
教
唆
者
拘
禁
に
関
す
る
」
一
七
九
七
年
の
勅
令
が
挙
げ
ら
れ
る（
（1
（

。
ま
た
、
ロ
シ
ア
政
府
が
ブ
リ
ヤ
ー
ト
固
有
法
の
内
容
を
変
え
た
例

も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
セ
レ
ン
ガ
部
（
部
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
）
に
お
け
る
家
畜
を
窃
盗
し
た
者
に
対
す
る
罰
畜

の
頭
数
が
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
罰
と
し
て
取
り
上
げ
る
家
畜
の
数
は
、
一
頭
に
つ
き
四
頭
で
あ
っ
た

が
、
一
八
二
一
年
の
命
令
に
よ
り
三
頭
へ
変
更
さ
れ
た
と
い
う（
（2
（

。

さ
ら
に
、
後
述
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
側
が
自
ら
編
纂
し
た
法
典
条
文
が
伝
え
る
と
お
り
、
こ
う
し
た
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
個
別
法
令
は
、
ブ

リ
ヤ
ー
ト
役
人
の
定
員
を
制
限
す
る
た
め
に
発
行
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
ホ
リ
部
一
八
一
七
年
法
典
の
序
文

に
よ
れ
ば
、
帝
国
行
政
が
設
置
し
た
警
察
署
が
一
八
一
二
年
に
命
令
を
発
し
、
ホ
リ
部
の
各
オ
ト
グ
（
末
端
行
政
組
織
）
に
お
け
る
オ
ト

グ
長
以
外
の
役
人
に
つ
い
て
、「
二
〇
〇
人
の
男
丁
ご
と
に
一
人
を
設
置
」
す
る
と
し
、
末
端
の
役
人
の
定
員
数
を
制
限
し
た
と
い
う（

（2
（

。

こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
個
別
具
体
的
な
司
法
・
行
政
政
策
は
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
法
典
に
そ
の
ま
ま
書
き
写
さ
れ
た
り
、
或
い

は
、
そ
の
趣
旨
に
沿
っ
た
新
た
な
規
定
と
し
て
定
め
ら
れ
た
り
し
た
。
総
括
す
れ
ば
、
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
に
よ
る
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
司
法
政

策
が
、
行
政
や
裁
判
制
度
の
み
な
ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て
実
体
的
な
法
の
内
容
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

3　

ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
固
有
法

（
1
）
社
会
構
造
と
立
法
体
制

ブ
リ
ヤ
ー
ト
社
会
は
大
き
く
「
部
」（ayim

aγ

）
に
分
か
れ
、
そ
の
部
は
規
模
に
応
じ
て
一
つ
ま
た
は
複
数
の
「
オ
ト
グ
」（otoγ

）
と
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呼
ば
れ
る
行
政
組
織
を
抱
え
た
。
史
料
で
頻
出
す
る
大
き
な
部
は
、
バ
イ
カ
ル
湖
の
南
に
遊
牧
地
を
構
え
て
い
た
「
ホ
リ
」
と
「
セ
レ
ン

ガ
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
（
ま
た
は
一
四
）
と
一
八
（
時
に
二
二
）
の
オ
ト
グ
を
管
轄
し
て
い
た
と
伝
わ
っ
て
い
る（
（2
（

。
以
下
、
こ
の

両
部
を
通
し
て
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
社
会
構
造
と
立
法
体
制
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ホ
リ
部
は
一
般
に
一
一
の
オ
ト
グ
を
包
括
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
一
八
一
七
年
の
ホ
リ
部
法
典
に
よ
る
と
一
四
で
あ
っ
た（
（2
（

。
オ
ト

（
18
）　

リ
ャ
ザ
ノ
フ
ス
キ
イ
『
蒙
古
慣
習
法
の
研
究
』、
三
三
二
頁
。
同
草
案
の
原
文
に
つ
い
て
は
、П

роект «С
вода степны

х законов кочевы
х 

инородцев В
осточной С

ибири» // П
олное собрание законов Российской империи, собр.3, T. 21,N

o.19984,C
.253‒260

を
参
照
。

（
19
）　

ク
ド
リ
ヤ
フ
ツ
エ
フ
『
ブ
リ
ヤ
ー
ト
蒙
古
民
族
史
』、
二
二
九
頁
。

（
20
）　

セ
レ
ン
ガ
部
一
八
二
三
年
法
典
（Selengge M

üren-iyer nutuγlaγči M
ongγol Buriyad arban naim

an otoγ-nar-un tula toγtaγaγsan toγtaγal

﹇
セ
レ
ン
ガ
川
辺
に
暮
ら
す
モ
ン
ゴ
ル
・
ブ
リ
ヤ
ト
の
一
八
オ
ト
グ
に
対
し
て
定
め
た
規
定
﹈）、И

В
РРА

Н
,I92.

（
21
）　P

.E
.П

убаев &
 Н

.В
. K

uм
,О

БЫ
Ч

Н
О

Е П
РАВО

 ХО
РИ

Н
С

К
И

Х БУ
РЯ

Т памятники старомонгольской письменности （перевел с 

монгольского Б.Д
. Ц

ибиков

） Новосибирск: B
O

 «Н
аука»,1992,p.183.

（
22
）　

こ
の
両
部
の
諸
オ
ト
グ
は
史
料
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
「
ホ
リ
の
十
一
オ
ト
グ
」（Q

ori-yin arban nigen otoγ ﹇ečige

﹈）
と
「
セ
レ
ン
ガ
の
十
八

﹇
ま
た
は
二
十
二
﹈
オ
ト
グ
」（S

elengge-yin arban naim
an ﹇qorin qoyar

﹈ otoγ

）
と
称
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
バ
イ
カ
ル
湖
以
南
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人

の
生
業
に
つ
い
て
、
ツ
ェ
ワ
ン
（Č

evang

）
氏
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
彼
ら
の
「
多
く
は
牧
畜
業
を
営
む
が
、
一
部
の
〔
耕
作
に
〕
適
し
た

所
で
は
小
規
模
の
農
業
も
行
っ
て
い
る
。
水
の
傍
に
生
活
す
る
者
は
魚
を
捕
り
、
森
林
に
住
む
者
は
動
物
を
狩
る
の
で
あ
る
」（Č

evang Jam
čeren-

ü,O
ros-un albatu Buriyad nuγud-un orosiqu yoson am

ui ﹇
ロ
シ
ア
の
ア
ル
バ
ト
で
あ
る
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
た
ち
の
生
活
﹈、M

ongγol B
uriyad kelen-

dü nom
 γarγaqu oron 《N

aran

》 kem
edeg-ün keblelge,1907,p.11 ﹇И

В
РРА

Н
,Q

4053
﹈）。
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グ
の
数
が
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
は
、
ホ
リ
部
内
部
の
行
政
的
変
遷
を
反
映
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ホ
リ
部
の
総
人
口
に
関
す
る

詳
細
な
統
計
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
一
八
一
一
年
に
は
二
万
人
程
度
の
男
丁
が
公
式
に
登
録
さ
れ
て
い
た
と
い
う（
（2
（

。
こ
の
数
字
に
基

づ
い
て
推
測
す
れ
ば
、
当
時
の
ホ
リ
部
の
総
人
口
は
八
万
人
か
ら
一
〇
万
人
程
度
で
あ
ろ
う（
（2
（

。
部
の
首
長
は
「
タ
イ
シ
ャ
」（
或
い
は

「
タ
イ
シ
」）
と
呼
ば
れ
、
一
八
一
七
年
に
は
「
第
一
﹇
首
席
﹈
タ
イ
シ
ャ
」（nigedüger [aqalaγči] tayisa

）
と
「
第
二
タ
イ
シ
ャ
」

（qoyaduγar tayisa
）、「
第
三
タ
イ
シ
ャ
」（γurbaduγar tayisa

）
と
い
う
三
つ
の
職
位
が
あ
っ
た（
（2
（

。
タ
イ
シ
ャ
は
モ
ン
ゴ
ル
固
有
の
称
号

で
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
が
ロ
シ
ア
統
治
下
に
入
る
と
、
そ
の
授
与
を
ロ
シ
ア
皇
帝
が
行
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
最
初
の
例
は
一
七
〇
八
年
で
あ

っ
た（
（2
（

。
タ
イ
シ
ャ
職
は
世
襲
制
だ
っ
た
が
、
世
襲
者
が
絶
た
れ
た
場
合
は
下
位
の
オ
ト
グ
長
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た（
（2
（

。
各
オ
ト
グ
に
は

「
ザ
イ
サ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
オ
ト
グ
長
が
一
名
か
ら
数
名
ず
つ
配
置
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
人
が
首
席
ザ
イ
サ
ン
（aqalaγči ǰayisang; 

sidkegči ǰayisang

）
の
役
を
担
っ
て
い
た
。
オ
ト
グ
長
に
次
ぐ
役
職
が
、
徴
税
の
よ
う
な
庶
務
に
あ
た
る
「
シ
ュ
レ
ン
ゲ
」（sigüleng-

ge

）
で
あ
っ
た（
（2
（

。

一
方
、
セ
レ
ン
ガ
部
に
は
一
八
の
オ
ト
グ
が
あ
り
、
ま
た
、
二
人
の
タ
イ
シ
ャ
が
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る（
（3
（

。
セ
レ
ン
ガ
部
は
歴

史
的
に
、「
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
、
現
モ
ン
ゴ
ル
の
地
か
ら
セ
レ
ン
ガ
川
下
中
流
域
の
低
地
に
移
住
し
て
き
た
「
八
氏

族
」
と
、
バ
イ
カ
ル
湖
西
北
部
か
ら
移
住
し
て
き
た
「
六
氏
族
」
に
分
け
ら
れ
る
」
と
言
わ
れ
て
お
り（
（3
（

、
二
人
タ
イ
シ
ャ
制
は
、
こ
う
し

た
歴
史
的
ル
ー
ツ
を
反
映
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、「
部
―
オ
ト
グ
」
と
い
う
基
本
的
な
社
会
構
造
は
ホ
リ
部
と
同
じ
だ
が
、

オ
ト
グ
内
の
行
政
組
織
に
つ
い
て
は
異
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
セ
レ
ン
ガ
部
の
一
八
二
三
年
法
典
に
よ
る
と
、
オ
ト
グ
長
が
特
段
設
け

ら
れ
て
お
ら
ず
、
シ
ュ
レ
ン
ゲ
が
オ
ト
グ
の
行
政
を
担
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
ホ
リ
部
で
オ
ト
グ
長
の
職
名
と
し
て
用
い
ら
れ

た
「
ザ
イ
サ
ン
」
が
、
セ
レ
ン
ガ
部
で
は
末
端
の
役
職
、「
十
戸
の
ザ
イ
サ
ン
」（arban-u ǰayisang

）
の
職
名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た（
（3
（

。
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こ
れ
ら
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
両
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
チ
ョ
ー
ル
ガ
ン
」（čiγulγan

）
と
呼
ば
れ
る
合
議
体
の
最
高
意
思
決
定
機
構
が
存
在

（
23
）　

ホ
リ
部
一
八
一
七
年
法
典
第
二
〇
条
（P.E. П

убаев &
 Н

.В
. K

uм
,О

БЫ
Ч

Н
О

Е П
РАВО

 ХО
РИ

Н
С

К
И

Х БУ
РЯТ

,p.190

）。

（
24
）　

A
bida,B

.ed.,Buriyad M
ongγol-un tobči teüke ﹇

ブ
リ
ヤ
ー
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
小
史
﹈、H

ayilar:Ö
bör M

ongγol-un suyul-un keblel-ün qoriya, 

1982,p.36.

（
25
）　

史
料
の
中
で
現
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
家
族
の
平
均
人
数
が
通
例
四
人
〜
五
人
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
推
算
し
た
。
ブ
リ
ヤ
ー
ト
で
は
、
小
さ

な
部
の
総
人
口
は
二
万
人
程
度
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
例
え
ば
、
一
六
四
七
年
に
ロ
シ
ア
人
達
が
バ
イ
カ
ル
湖
の
対
岸
の
広
大
な
山
野
で
二
万
人
の
部
族

人
た
ち
を
率
い
て
遊
牧
す
る
ト
ゥ
ル
ハ
イ
・
タ
ブ
ン
と
い
う
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
タ
イ
シ
ャ
と
出
会
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
ク
ド
リ
ヤ
フ
ツ
エ
フ

『
ブ
リ
ヤ
ー
ド
蒙
古
民
族
史
』、
三
二
頁
）。
な
お
、A

N
D

R
A

IN
 B

orisov, “T
he political status and ethnic identity of S

iberian nom
adic “aliens ” in 

the fi
rst half of the 19 century, ” p.3

に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
帝
国
統
治
下
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
総
人
口
は
一
八
五
九
年
時
点
で
は
二
四
万
人
で
あ
っ
た
。

（
26
）　

ホ
リ
部
一
八
一
七
年
法
典
（P
.E

.П
убаев &

 Н
.В

.K
uм

, О
БЫ

Ч
Н

О
Е П

РАВО
 ХО

РИ
Н

С
К

И
Х БУ

РЯТ
,pp.183,190‒91

）。

（
27
）　Н

ацагдорж
,X

V
III ЗУ

У
Н

Ы
 Ү

ЕИ
Й

Н
 Ө

В
Ө

Р БА
Й

ГА
Л

Ы
Н

 БУ
РИ

А
Д

Ы
Н

 Н
И

Й
ГМ

И
Й

Н
 БА

Й
ГУ

УЛ
А

Л
,p.104.

（
28
）　P

.E
.П

убаев &
 Н

.В
.K

uм
,О

БЫ
Ч

Н
О

Е П
РАВО

 ХО
РИ

Н
С

К
И

Х БУ
РЯТ

,pp.194‒201.

（
29
）　

タ
イ
シ
ャ
や
オ
ト
グ
内
部
の
統
治
組
織
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
て
お
り
、
詳
細
に
つ
い
て
はН

ацагдорж
,X

V
III ЗУ

У
Н

Ы
 Ү

ЕИ
Й

Н
 Ө

В
Ө

Р 

БА
Й

ГА
Л

Ы
Н

 БУ
РИ

А
Д

Ы
Н

 Н
И

Й
ГМ

И
Й

Н
 БА

Й
ГУ

УЛ
А

Л

を
参
照
。

（
30
）　

セ
レ
ン
ガ
部
一
八
二
三
年
法
典
（И

В
РРА

Н
,I92

）。
な
お
、
セ
レ
ン
ガ
部
の
オ
ト
グ
は
一
七
七
五
年
に
は
二
二
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

（И
В

РРА
Н

,H
1

）。

（
31
）　

渡
辺
日
日
「
多
民
族
状
況
に
於
け
る
セ
レ
ン
ガ
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
親
族
名
称
の
「
体
系
」
に
つ
い
て
」、『
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
一
五
（
二
〇
〇

〇
）、
六
四
頁
。
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し
た
。
こ
の
組
織
は
部
の
全
体
統
治
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
一
つ
が
立
法
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ロ
シ
ア
の
支
配
下

に
置
か
れ
て
か
ら
は
、
チ
ョ
ー
ル
ガ
ン
に
お
け
る
立
法
の
内
容
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
内
容
か
ら
チ
ョ
ー
ル
ガ
ン
の
構
成
員

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
ホ
リ
部
の
場
合
、
一
七
五
九
年
か
ら
一
八
五
一
年
の
間
に
、
少
な
く
と
も
一
一
回
立
法
さ
れ
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る（
（3
（

。
立
法
者
の
人
数
と
身
分
は
そ
の
と
き
制
定
す
る
法
律
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
大
規
模
な
チ
ョ
ー
ル
ガ
ン
に
は
世
俗
支
配

者
以
外
に
、
高
僧
や
名
望
の
あ
る
ア
ル
バ
ト
（
貢
租
賦
役
負
担
者
）
も
参
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
八
二
三
年
法
典
の
末
尾
に

六
二
人
の
名
前
が
そ
の
肩
書
き
と
共
に
書
き
連
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
書
記
を
含
ん
だ
世
俗
支
配
者
が
四
三
人
、
高
僧
が
一
一

人
、
ア
ル
バ
ト
が
八
人
で
あ
る（
（3
（

。

（
2
）
成
文
法
の
構
造
と
形
式

現
在
知
ら
れ
て
い
る
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
諸
法
律
は
全
て
モ
ン
ゴ
ル
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
一
七
五
九
年
か
ら
一
八
五
一
年

ま
で
の
間
に
制
定
さ
れ
た
ホ
リ
部
の
一
一
個
の
法
律
の
構
造
は
、
表
1
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
律
は
別
々
の
チ
ョ
ー
ル

ガ
ン
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
多
数
の
法
律
条
文
を
組
織
的
に
書
き
記
し
た
「
法
典
」
と
見
な
す
べ
き
も
の
も
存
在
す
れ

ば
、
一
つ
の
具
体
事
項
に
関
す
る
単
行
法
規
も
あ
る
。
例
え
ば
、
前
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
表
1
で
示
し
た
ホ
リ
部
の
法
律
の
中
に
百
を

越
え
る
条
文
を
有
す
る
成
文
法
が
三
つ
あ
る
。
各
法
律
を
構
成
す
る
条
文
は
全
て
通
し
番
号
を
付
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
条
文
を
含
む

法
典
の
場
合
は
、
さ
ら
に
章
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
。
章
立
て
は
、
本
文
の
中
で
内
容
を
区
分
す
る
形
で
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る

が
（
一
八
二
三
年
法
典
と
一
八
五
一
年
法
典
）、
本
文
の
末
尾
に
目
次
の
よ
う
な
形
で
、
各
章
に
条
文
番
号
が
振
り
分
け
ら
れ
る
形
で
示

さ
れ
て
い
る
も
の
（
一
八
〇
八
年
法
典
）
も
あ
る
。
い
ず
れ
の
形
も
、
閲
覧
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
施
し
た
工
夫
に
す
ぎ
な
い
。
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表
1　

一
七
五
九
年
〜
一
八
五
一
年
に
お
け
る
ホ
リ
部
の
諸
法
律

制
定
年

表　
　
　
　
　
　

題

章
数

条
文
数

一
七
五
九

1759 on-u čaγaǰa

﹇
一
七
五
九
年
の
律
﹈

―

一

一
七
六
三

1763 on-u keb

﹇
一
七
六
三
年
の
規
範
﹈

―

三

一
七
八
八

1788 on-u…
keb toγtaγal

﹇
一
七
八
八
年
の
〔
中
略
〕
規
定
﹈

―

一
〇

一
七
九
三

Aqalaγči tayisi Sirab-dam
ba D

üngker-rinčin-ü ǰakiya　

﹇
総
長
タ
イ
シ
た
る
ド
ゥ
ン
ケ
ル
リ
ン
チ
ン
の
シ
ャ
ラ
ブ
ダ
ン
バ
の
命
令
﹈

―

八

一
八
〇
〇

Eb keb toγtaγal

﹇
商
議
し
て
定
め
た
規
定
﹈

―

一
一

一
八
〇
八

Q
ori 11 ečige-yin dotora-yin kereg-üd-i ǰasaqu ǰakirqu sigükü 1808 on-u poloǰini

﹇
ホ
リ
一
一
オ
ト
グ
の
内
部
の
諸
事
を
管
理
、
統
治
、
審
理
す
る
た
め
の
一
八
〇
八
年
の
法
規
﹈
四
一

一
三
二

一
八
一
七

Q
ori 11 ečige-yin dotora-yin kereg-i ǰasaqu-yin 1817 duγar on-u pariγovor

﹇
ホ
リ
一
一
オ
ト
グ
の
内
部
の
諸
事
を
治
め
る
た
め
の
一
八
一
七
年
の
命
令
﹈

―

二
二

一
八
一
八

1818 on-u pariγovor

﹇
一
八
一
八
年
の
命
令
﹈

―

六

一
八
二
〇

1820 on-u oγtayibari-yin 25-u alba tatari-yin tuqai pariγovor

﹇
一
八
二
〇
年
一
〇
月
二
五
日
の
ア
ル
バ
（
貢
租
賦
役
）
徴
収
に
関
す
る
命
令
﹈

―

七

一
八
二
三

Q
ori 11 ečige-yin 1823 duγar on-u poloǰini

﹇
ホ
リ
一
一
オ
ト
グ
の
一
八
二
三
年
の
法
規
﹈

一
二

一
四
二

一
八
五
一

1851 on-u Q
ori-yin poloǰini　

﹇
一
八
五
一
年
の
ホ
リ
の
法
規
﹈

一
九

一
九
七



諸
法
律
に
は
原
則
表
題
が
付
さ
れ
て
お
り
、
表
題
は
法
律
ご
と
に
異
な
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は
一
貫
し
て
制
定
年
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
表
題
に
続
い
て
、
順
に
、
制
定
年
月
日
、
前
文
、
本
文
、
立
法
者
の
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
例
外
と
し
て
、
制
定
年
月
日
が
本

文
と
立
法
者
氏
名
欄
の
間
の
、
言
わ
ば
法
律
本
体
の
末
尾
辺
り
に
記
さ
れ
る
も
の
や
（
一
七
五
九
年
法
律
と
一
七
九
三
年
法
律
）、
一
八

五
一
年
法
典
の
制
定
年
月
日
が
、
本
体
の
最
初
と
最
後
の
二
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
諸
法
律
の
構
造
と
形

式
は
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
法
に
お
け
る
章
立
て
や
条
文
通
番
、
目
次
を
最
後
に
付
す
よ
う
な
特

徴
は
、
ロ
シ
ア
法
の
記
載
方
法
を
模
倣
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
内
容
の
二
つ
の
法
典
で
あ
っ
て
も
、
文
字
の
綴
り
や
筆
跡

が
異
な
っ
た
り
、
末
尾
に
お
け
る
立
法
者
の
氏
名
の
記
載
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
た
り
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
つ
の
法
典

や
法
律
が
複
数
の
ル
ー
ト
で
筆
写
さ
れ
て
い
た
事
実
が
証
明
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

4　

ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
社
会
構
造
と
裁
判
制
度

（
1
）
法
律
の
内
容
か
ら
み
る
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
行
政
組
織

前
述
の
と
お
り
、
ホ
リ
部
と
セ
レ
ン
ガ
部
は
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
オ
ト
グ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
オ
ト
グ
は
両
部
内
の
ア
ル

バ
（
貢
租
賦
役
）
負
担
の
基
本
的
な
行
政
単
位
で
あ
っ
た
。
オ
ト
グ
組
織
に
つ
い
て
、
ホ
リ
部
一
八
二
三
年
法
典
第
一
三
八
条
に
「
各
オ

ト
グ
〔
の
人
々
〕
は
〔
各
々
の
オ
ト
グ
を
〕
区
別
せ
ず
に
居
住
し
て
い
る
た
め
、
ア
ル
バ
徴
収
以
外
の
こ
と
は
そ
の
地
域
の
役
人
（say-

id

）
が
ど
の
オ
ト
グ
か
を
問
わ
ず
に
処
理
す
べ
き
」
と
い
う
規
定
が
あ
り（
（3
（

、
一
八
二
三
年
時
点
で
は
同
部
の
人
々
は
行
政
的
に
特
定
の
オ

ト
グ
に
所
属
す
る
も
の
の
、
オ
ト
グ
単
位
で
居
住
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
人
々
は
オ
ト
グ
単
位
の
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代
わ
り
に
「
二
百
」（qoyar ǰaγun

）
と
呼
ば
れ
る
管
区
に
組
織
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ホ
リ
部
一
八
二
三
年
法
典
第
一
二
八

条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

二
百
の
長
は
そ
の
〔
二
百
の
〕
ア
ル
バ
ト
た
ち
の
中
心
部
に
居
住
す
べ
き
で
あ
る
。
も
し
遠
い
所
に
散
ら
ば
っ
て
住
む
ア
ル
バ
ト

が
い
れ
ば
、
二
〇
人
に
足
ら
な
い
男
丁
た
ち
に
つ
い
て
は
〔
集
め
て
二
百
の
〕
人
々
と
一
緒
に
す
る
。
も
し
そ
の
者
ら
が
二
〇
人
を

越
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
の
居
住
地
域
を
統
一
し
た
上
で
担
当
者
を
配
置
し
、
全
て
の
事
柄
を
二
百
の
長
に
報
告
さ
せ
る
よ

う
に
義
務
付
け
る
べ
き
で
あ
る
。
誰
も
自
ら
の
長
の
許
可
無
し
に
他
へ
移
籍
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。〔
二
百
の
〕
長
は
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
監
視
す
べ
き
で
あ
る（
（3
（

。

こ
の
条
文
か
ら
み
れ
ば
、
一
八
二
三
年
の
ホ
リ
部
で
は
原
則
二
〇
〇
人
の
男
丁
ご
と
に
一
つ
の
管
区
が
設
け
ら
れ
、
男
丁
及
び
彼
ら
の

家
族
は
無
断
で
所
轄
の
管
区
以
外
へ
移
住
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
周
縁
部
に
居
住
す
る
者
に
つ
い
て
も
、
そ
の
規
模
に
応

（
32
）　

セ
レ
ン
ガ
部
一
八
二
三
年
法
典
第
一
七
七
条
（И

В
РРА

Н
, I92

）。

（
33
）　

こ
れ
ら
の
ホ
リ
部
の
法
律
の
全
文
内
容
は
、P

.E
.П

убаев &
 Н

.В
. K

uм
,О

БЫ
Ч

Н
О

Е П
РАВО

 ХО
РИ

Н
С

К
И

Х БУ
РЯТ

,pp.112‒311

お
よ

び
、S

ergüleng,ed.,Buriyad-un eb keb toγtaγal ﹇
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
諸
法
律
﹈（U

laγan'qada:Ö
bӧr M

ongγol-un sinǰilekü uqaγan tegnig m
ergeǰil-

ün qoriya,2015

）,pp.3‒153

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）　И

В
РРА

Н
,N

o.F
91.

（
35
）　

例
え
ば
、
筆
者
がИ

В
РРА

Н

で
閲
覧
し
た
一
八
二
三
年
法
典
は
二
部
存
在
す
る
が
、
両
者
は
上
述
の
よ
う
な
相
違
を
含
む
う
え
、
冊
子
の
大
き

さ
も
相
互
に
異
な
る
（И

В
РРА

Н
,F

91,G
91

を
参
照
）。

（
36
）　P

.E
.П

убаев &
 Н

.В
.K

uм
,О

БЫ
Ч

Н
О

Е П
РАВО

 ХО
РИ

Н
С

К
И

Х БУ
РЯТ

,p.256.
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じ
て
副
次
的
な
管
区
（
二
十
人
以
上
）
を
設
置
し
、
担
当
者
を
配
置
し
て
監
視
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
八
二
三
年

時
点
で
は
、
ホ
リ
部
の
人
々
は
オ
ト
グ
単
位
で
居
住
し
て
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
二
百
と
い
う
管
区
制
度
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
と
言

え
る（
（3
（

。
一
方
、
セ
レ
ン
ガ
部
で
は
オ
ト
グ
を
単
位
と
し
た
領
域
的
な
行
政
区
画
が
設
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
セ
レ
ン

ガ
部
一
七
七
五
年
法
典
第
一
一
六
条
に
、

上
述
の
二
二
の
オ
ト
グ
が
混
ざ
っ
て
秩
序
を
乱
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
各
オ
ト
グ
を
い
く
つ
か
の
集
団
（bölög

）
に
分

け
、
集
団
ご
と
に
一
人
の
長
を
配
置
せ
よ
。
人
々
は
自
ら
の
集
団
の
長
か
ら
通
行
証
（паспорт

）
を
受
け
取
ら
ず
に
他
の
集
団
を

訪
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
他
の
オ
ト
グ
を
訪
れ
る
場
合
で
も
、
集
団
の
長
が
発
給
し
た
証
明
書
を
持
っ
て
行
く
べ
き
で
あ

る
。
集
団
の
長
か
ら
の
証
明
書
や
通
行
証
を
持
っ
て
い
な
い
者
が
見
つ
か
れ
ば
、
発
見
者
が
そ
の
者
を
所
属
集
団
の
長
に
引
き
渡
す

べ
き
で
あ
る
。
オ
ト
グ
を
変
え
て
居
住
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
オ
ト
グ
の
長
が
〔
彼
ら
を
〕
引
き
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

内
外
か
ら
来
る
盗
人
の
足
跡
が
ど
こ
か
集
団
の
居
住
地
に
入
っ
て
い
け
ば
、
そ
の
﹇
集
団
の
﹈
長
が
必
ず
盗
人
を
捜
し
出
す
べ
き
で

あ
る
。
盗
人
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
集
団
が
盗
品
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
（3
（

（
後
略
）

と
い
う
規
定
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
同
部
で
は
各
オ
ト
グ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
領
地
を
有
し
、
そ
の
領
地
が
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
「
集
団
」

に
分
け
ら
れ
て
管
理
さ
れ
、
オ
ト
グ
間
の
み
な
ら
ず
、
同
一
オ
ト
グ
内
の
集
団
間
で
さ
え
、
人
々
の
無
断
往
来
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
セ
レ
ン
ガ
部
一
八
二
三
年
法
典
第
一
章
（「
家
畜
の
窃
盗
そ
の
他
に
関
し
て
」）
第
二
八
条
に
は
、「
一
つ
の
集
団
か

ら
も
う
一
つ
の
集
団
に
行
っ
て
捜
査
を
行
う
際
に
は
、
現
地
集
団
の
人
望
あ
る
役
人
も
同
行
す
る
こ
と
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り（
（4
（

、
一
八
二

三
年
時
点
に
お
け
る
「
集
団
」
と
呼
ば
れ
る
管
区
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
セ
レ
ン
ガ
部
に
お
け
る
「
集
団
」
が
上
述
の
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ホ
リ
部
の
「
二
百
」
と
同
様
の
組
織
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
ホ
リ
部
と
セ
レ
ン
ガ
部
で
は
行
政
編
成
が
異
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ホ
リ
部
に
は
オ
ト
グ
を
超
え
て
設
置
さ
れ

る
「
二
百
」
と
い
う
管
区
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
セ
レ
ン
ガ
部
で
は
オ
ト
グ
ご
と
に
遊
牧
地
が
確
定
さ
れ
、
さ
ら
に
各
オ
ト
グ
は
複
数
の

「
集
団
」
や
そ
の
副
次
的
管
区
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
広
が
り
に
よ
り
、
寺
院
の
建
設
や
ラ
マ
僧
の
増

（
37
）　P

.E
.П

убаев &
 Н

.В
. K

uм
,О

БЫ
Ч

Н
О

Е П
РАВО

 ХО
РИ

Н
С

К
И

Х БУ
РЯТ

,p.254.

（
38
）　

管
区
に
関
し
て
興
味
深
い
の
は
、「
二
百
」
や
「
二
十
」
と
い
う
数
量
基
準
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
数
な
の
か
は
不
明
だ
が
、
後
者
は
モ
ン
ゴ
ル
の

伝
統
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
モ
ン
ゴ
ル
の
軍
事
的
社
会
編
成
は
十
進
法
に
基
づ
い
て
十
―
百
―
千
―
万
と
な
る
の
が

通
例
で
あ
り
、
ま
た
「
二
十
の
シ
ュ
レ
ン
ゲ
」（qorin-u sigülengge

）
制
度
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
〇
戸
ご
と
に
税
収
担
当
の
シ
ュ
レ
ン
ゲ
が

設
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
後
述
の
よ
う
に
、
清
統
治
下
の
モ
ン
ゴ
ル
で
は
原
則
一
五
〇
男
丁
を
単
位
と
す
る
行
政
組
織
が
導
入
さ
れ
た
が
、
満

洲
人
は
三
〇
〇
人
の
男
丁
を
一
つ
の
軍
事
組
織
（「
ニ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
）
に
し
て
い
た
。
二
〇
〇
男
丁
を
基
準
に
行
政
組
織
を
設
け
た
例
は
ホ
リ
部

以
外
の
モ
ン
ゴ
ル
に
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
統
治
下
の
バ
シ
キ
ー
ル
人
は
ロ
シ
ア
側
に
よ
っ
て
二
〇
〇
戸
ご
と
に
一
つ
の
ア
ウ
ル
に

編
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ホ
リ
部
に
お
け
る
二
百
の
行
政
組
織
も
ロ
シ
ア
側
の
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ロ
シ
ア
帝
国
統
治
下

バ
シ
キ
ー
ル
人
の
行
政
制
度
に
つ
い
て
は
、
豊
川
浩
一
『
ロ
シ
ア
帝
国
民
族
統
合
史
の
研
究

　

―
―

　

植
民
政
策
と
バ
シ
キ
ー
ル
人
』（
札
幌
：
北
海
道
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）、
三
九
九
〜
四
四
〇
頁
を
参
照
。

（
39
）　И

В
РРА

Н
, H

1.

（
40
）　

セ
レ
ン
ガ
部
一
八
二
三
年
法
典
（Б

.Д
.Ц

ибиков,О
бы

чное право селенгинских бурят
,Бурятское книж

ное изд-во,1970,pp.183‒ 

184

）。
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加
が
み
ら
れ
た
。
戒
律
を
破
っ
た
ラ
マ
は
、「
ラ
マ
身
分
を
剝
奪
し
て
オ
ト
グ
の
管
轄
下
に
置
く
」
と
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら（
（4
（

、
ラ

マ
僧
に
対
す
る
日
常
的
な
管
理
は
寺
院
側
が
担
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

一
方
、
一
七
六
四
年
に
は
セ
レ
ン
ガ
部
か
ら
二
、
四
〇
〇
人
の
成
人
男
性
が
任
意
で
コ
サ
ッ
ク
（казак

）
軍
に
入
り
、「
ヤ
サ
ク
」
と

呼
ば
れ
る
貢
租
義
務
を
免
除
さ
れ
る
条
件
で
国
境
監
視
の
任
務
に
あ
た
っ
た
。
コ
サ
ッ
ク
軍
人
と
な
っ
た
ア
ル
バ
ト
（
貢
租
賦
役
負
担

者
）
は
、
軍
務
遂
行
以
外
の
時
に
は
従
来
の
居
住
地
に
暮
ら
し
た
も
の
の
、
行
政
的
に
は
元
来
の
オ
ト
グ
の
管
轄
か
ら
外
さ
れ
、
軍
事
組

織
の
権
限
の
下
に
置
か
れ
た
。
こ
の
二
、
四
〇
〇
人
か
ら
な
る
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
コ
サ
ッ
ク
軍
は
四
つ
の
隊
に
分
け
ら
れ
、
各
隊
が
さ
ら
に

六
つ
ず
つ
の
百
人
隊
を
抱
え
、
全
体
を
仕
切
る
司
令
官
（атаман

）
の
下
で
、
隊
長
（командир

）
や
百
人
隊
長
（сотник

）
が
設
置
さ

れ
た
。
こ
の
役
職
や
軍
人
身
分
は
世
襲
制
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（
（4
（

。

（
2
）
地
方
裁
判
制
度

で
は
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
社
会
お
い
て
事
件
や
紛
争
は
ど
の
よ
う
に
裁
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
当
時
の
ブ
リ

ヤ
ー
ト
人
は
口
頭
で
裁
判
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
自
ら
が
作
成
し
た
裁
判
記
録
文
書
は
残
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ

で
、
以
下
で
は
上
記
諸
法
律
の
規
定
内
容
に
基
づ
き
、
当
時
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
地
方
の
裁
判
制
度
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
ホ
リ
部
の
裁
判
制
度
に
つ
い
て
、
同
部
一
八
〇
八
年
法
典
第
一
一
八
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
審
級
を
端
的
に
示
す
規
定
が
存
在
す

る
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。

人
々
の
間
で
訴
訟
が
発
生
す
れ
ば
、
近
く
の
役
人
に
訴
え
て
処
理
す
る
。
そ
う
せ
ず
に
首
長
〔
つ
ま
り
タ
イ
シ
ャ
〕
ま
た
は
ウ

デ（
（4
（

、〔
シ
ベ
リ
ア
〕
県
庁
（ǰorγan

）
に
〔
直
接
〕
訴
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
オ
ト
グ
や
居
住
地
〔
す
な
わ
ち
二
百
〕
の
役
人
に

訴
え
ず
に
首
長
ま
た
は
ウ
デ
、
県
庁
に
訴
え
で
た
当
事
者
は
法
律
の
と
お
り
鞭
打
と
う
。
も
し
オ
ト
グ
の
役
人
の
所
に
両
当
事
者
が
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揃
っ
て
訴
え
に
来
れ
ば
、
い
か
な
る
役
人
で
あ
れ
、
決
し
て
「
私
は
こ
の
案
件
は
処
理
で
き
な
い
」
と
言
っ
て
首
長
ま
た
は
ウ
デ
、

県
庁
に
〔
訴
え
る
よ
う
に
〕
指
示
し
て
は
な
ら
な
い
。〔
そ
の
案
件
は
〕
必
ず
法
に
従
っ
て
厳
密
に
処
理
せ
よ
。
も
し
〔
役
人
が
〕

法
と
道
理
を
知
り
尽
く
さ
ず
〔
当
該
案
件
を
〕
処
理
で
き
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
近
隣
の
別
の
役
人
と
共
同
し
て
処
理
せ
よ
。
人
々
が

持
ち
込
ん
だ
案
件
が
処
理
で
き
な
い
草
原
の
軽
微
な
案
件
の
枠
に
入
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
受
理
し
な
か
っ
た
役
人
は

責
任
を
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
事
者
が
判
決
に
対
し
不
満
だ
と
言
っ
て
首
長
あ
る
い
は
ウ
デ
、
県
庁
に
訴
え
に
行
こ
う
と

す
れ
ば
、〔
彼
ら
を
〕
強
制
的
に
阻
止
す
る
こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
。
も
し
「
私
が
こ
の
判
決
に
服
さ
な
い
。
首
長
あ
る
い
は
ウ

デ
、
県
庁
に
訴
え
に
行
く
ぞ
」
と
公
言
し
な
が
ら
上
訴
し
な
い
で
騙
し
て
い
る
場
合
に
は
、
審
理
を
行
っ
た
役
人
ら
が
「
お
前
が
上

に
行
く
な
ら
行
き
な
さ
い
」
と
〔
一
回
〕
催
促
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
し
て
も
騙
し
て
い
れ
ば
、
役
人
た

ち
は
協
力
し
、
法
に
従
っ
て
〔
彼
を
〕
拘
束
せ
よ（
（4
（

。

下
線
で
示
し
た
と
お
り
、
民
間
で
紛
争
が
起
き
た
と
き
、
原
告
は
ま
ず
近
隣
の
役
人
に
訴
え
、
そ
の
役
人
が
当
該
案
件
を
裁
き
、
当
事

者
が
判
決
に
服
す
れ
ば
、
そ
の
案
件
は
そ
の
場
で
結
審
と
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
役
人
が
当
該
訴
訟
を
処
理
で
き
な
い
場

（
41
）　

ホ
リ
部
一
八
五
一
年
法
典
第
四
九
条
（P

.E
.П

убаев &
 Н

.В
.K

uм
,О

БЫ
Ч

Н
О

Е П
РАВО

 ХО
РИ

Н
С

К
И

Х БУ
РЯТ

,p.271

）。

（
42
）　

ブ
リ
ヤ
ー
ト
に
お
け
る
コ
サ
ッ
ク
軍
に
つ
い
て
はН

ацагдорж
,X

V
III ЗУ

У
Н

Ы
 Ү

ЕИ
Й

Н
 Ө

В
Ө

Р БА
Й

ГА
Л

Ы
Н

 БУ
РИ

А
Д

Ы
Н

 Н
И

Й
ГМ

И
Й

Н
 

БА
Й

ГУ
УЛ

А
Л

,pp.109‒112

、
お
よ
び
鳥
山
成
人
・
豊
川
浩
一
「
コ
サ
ッ
ク
」、
川
端
香
男
里
他
（
編
）『﹇
新
版
﹈
ロ
シ
ア
を
知
る
事
典
』（
平
凡

社
、
二
〇
〇
四
年
）、
二
六
一
〜
二
六
三
頁
を
参
照
。

（
43
）　

ウ
デ
は
地
名
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
ロ
シ
ア
の
要
塞
が
あ
っ
た
。
ア
ビ
ダ
（A

bida
）
氏
は
、
ウ
デ
要
塞
は
一
六
四
八
年
に
建
て
ら
れ
た
と
記
述
し

て
い
る
（A

bida,Buriyad M
ongγol-un tobči teüke,p.18

）。

ロ
シ
ア
帝
国
統
治
下
ブ
リ
ヤ
ー
ト
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社
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構
造
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合
は
、
近
隣
の
役
人
と
合
議
し
た
。
こ
こ
で
言
う
「
役
人
」
と
は
、
オ
ト
グ
長
お
よ
び
二
百
の
長
を
総
称
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
両

者
の
権
限
区
別
に
つ
い
て
は
法
律
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
上
記
引
用
文
に
み
ら
れ
る
、
訴
訟
は
「
近
く
の
役
人
に
訴
え
て
処

理
す
る
」
と
い
う
原
則
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
訴
訟
処
理
に
お
い
て
は
オ
ト
グ
長
と
二
百
の
長
は
同
格
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
原
告
は
自
分

に
一
番
近
い
距
離
に
住
む
オ
ト
グ
長
ま
た
は
二
百
の
長
に
紛
争
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
解
さ
れ
る
。

し
か
し
、
当
事
者
が
役
人
の
合
議
に
よ
る
判
決
に
不
服
で
あ
れ
ば
、
ホ
リ
の
タ
イ
シ
ャ
ま
た
は
ロ
シ
ア
官
衙
で
あ
る
ウ
デ
役
所
や
シ
ベ

リ
ア
県
庁
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
方
、
越
訴
は
許
さ
れ
ず
、
違
反
し
た
者
は
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
上
掲
と

は
別
の
法
律
条
文
か
ら
、
役
人
が
訴
訟
処
理
の
た
め
に
部
の
内
外
に
赴
く
際
の
旅
費
と
現
地
滞
在
費
は
、
ま
ず
は
原
告
が
立
て
替
え
て
お

き
、
最
終
的
に
は
敗
訴
者
が
負
担
し
た
が
、
敗
訴
者
が
困
窮
の
あ
ま
り
諸
費
用
を
負
担
で
き
な
い
場
合
は
、
所
属
す
る
オ
ト
グ
の
公
費
負

担
と
な
っ
た（

（4
（

。

ま
た
、
上
掲
の
法
律
規
定
を
逆
に
考
え
る
と
、「
私
は
こ
の
案
件
は
処
理
で
き
な
い
」
と
言
っ
て
訴
訟
の
受
理
を
回
避
し
よ
う
と
し
た

役
人
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
り
、
訴
訟
処
理
に
対
し
て
役
人
が
消
極
的
な
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
あ
っ
た
事
実
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
当
時
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
社
会
で
は
、
訴
訟
手
数
料
の
類
の
、
案
件
を
処
理
し
た
役
人
に
対
す
る
報
酬
は
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性

が
高
い
と
言
え
る（
（4
（

。
ま
た
、
役
人
が
案
件
処
理
を
拒
む
理
由
と
し
て
は
、
彼
ら
に
対
す
る
シ
ャ
ー
マ
ン
か
ら
の
警
告
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
ホ
リ
部
一
八
〇
八
年
法
典
第
一
二
二
条
に
は
「
訴
え
を
持
ち
込
ん
だ
者
に
対
し
、
役
人
は
、『
私
は
こ
の
年
に
は
訴
訟
を

裁
か
な
い
よ
う
に
と
シ
ャ
ー
マ
ン
か
ら
警
告
を
受
け
た
』
と
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
言
う
な
ら
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
定
め

ら
れ
て
い
る（
（4
（

。

一
方
、
セ
レ
ン
ガ
部
に
お
け
る
裁
判
制
度
に
つ
い
て
、
同
部
一
八
二
三
年
法
典
第
一
七
七
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
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誰
か
が
あ
る
者
に
対
し
て
何
か
の
こ
と
で
不
満
が
あ
れ
ば
、
そ
の
不
満
を
ま
ず
十
戸
の
ザ
イ
サ
ン
に
訴
え
、
つ
い
で
順
を
お
っ
て

シ
ュ
レ
ン
ゲ
や
首
長
に
ま
で
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
自
ら
の
十
戸
の
ザ
イ
サ
ン
や
オ
ト
グ
の
シ
ュ
レ
ン
ゲ
を
経
由
せ
ず
、
遠

方
の
タ
イ
シ
ャ
ま
た
は
更
な
る
上
位
機
関
〔
つ
ま
り
ロ
シ
ア
官
衙
〕
に
訴
え
れ
ば
、
特
に
軽
微
な
事
案
に
つ
い
て
は
受
理
せ
ず
に
ザ

イ
サ
ン
や
シ
ュ
レ
ン
ゲ
に
差
し
戻
す
べ
き
で
あ
る（
（4
（

。

つ
ま
り
、
セ
レ
ン
ガ
部
で
は
民
間
で
紛
争
が
起
き
た
場
合
、
ま
ず
、
原
告
が
自
分
が
所
属
す
る
十
戸
の
ザ
イ
サ
ン
に
訴
え
、
そ
こ
で
処

理
で
き
な
か
っ
た
、
或
い
は
、
当
事
者
が
判
決
に
不
服
で
あ
っ
た
場
合
、
上
位
役
人
の
シ
ュ
レ
ン
ゲ
へ
移
送
、
ま
た
は
上
訴
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
シ
ュ
レ
ン
ガ
の
段
階
で
も
同
様
で
あ
れ
ば
、
案
件
は
首
長
で
あ
る
タ
イ
シ
ャ
に
持
ち
込
む
こ
と
が

可
能
で
あ
っ
た
。
タ
イ
シ
ャ
ま
た
は
そ
れ
よ
り
上
位
の
ロ
シ
ア
官
衙
に
直
訴
さ
れ
た
場
合
、
特
に
軽
微
な
案
件
は
受
理
せ
ず
に
末
端
の
役

人
に
そ
の
処
理
を
命
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
重
大
、
或
い
は
処
理
に
困
難
な
案
件
は
首
長
や
ロ
シ
ア
官
衙
に
よ
っ
て

（
44
）　P

.E
.П

убаев &
 Н

.В
.K

uм
,1992.О

БЫ
Ч

Н
О

Е П
РАВО

 ХО
РИ

Н
С

К
И

Х БУ
РЯТ

,p.271;И
В

РРА
Н

,G
80,pp.59‒60.

（
45
）　

ホ
リ
部
一
八
二
三
法
典
第
一
四
〇
条
（P

.E
.П

убаев &
 Н

.В
.K

uм
,О

БЫ
Ч

Н
О

Е П
РАВО

 ХО
РИ

Н
С

К
И

Х БУ
РЯТ

,p.257;И
В

РРА
Н

,F
91, 

41b

）。

（
46
）　

伝
統
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
裁
判
手
数
料
に
あ
た
る
の
が
「
デ
ー
ジ
」（degeǰi

）
と
呼
ば
れ
る
、
原
告
が
案
件
処
理
を
担
当
し
た
役
人
に
提
供
す
る

謝
礼
で
あ
ろ
う
。
こ
の
制
度
は
清
統
治
下
モ
ン
ゴ
ル
に
関
す
る
史
料
の
中
で
散
見
さ
れ
る
が
（
例
え
ばИ

В
РРА

Н
,F

187,p.15

）、
そ
の
詳
細
に
関
す

る
研
究
は
存
在
し
な
い
。

（
47
）　P

.E
.П

убаев &
 Н

.В
.K

uм
,О

БЫ
Ч

Н
О

Е П
РАВО

 ХО
РИ

Н
С

К
И

Х БУ
РЯТ

,p.175;И
В

РРА
Н

,G
80,p.60.

（
48
）　И

В
РРА

Н
,I92.

ロ
シ
ア
帝
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統
治
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ブ
リ
ヤ
ー
ト
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社
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構
造
と
司
法
制
度

　

─
─

　

清
代
モ
ン
ゴ
ル
と
の
比
較
か
ら

　

─
─

　

― 115 ―



処
理
さ
れ
て
い
た
と
い
う
実
態
を
物
語
っ
て
い
る
。

以
上
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ホ
リ
部
と
セ
レ
ン
ガ
部
の
裁
判
制
度
は
、
案
件
の
性
質
（
刑
事
か
民
事
か
）
や
難
易
度
に
よ
っ
て
、
訴

訟
が
末
端
の
役
人
か
ら
段
階
的
に
上
位
の
役
職
へ
上
が
っ
て
い
く
点
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
反
す
る
越
訴
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
点
で
共
通
し

て
い
る
。
し
か
し
、
次
の
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。
第
一
に
、
ホ
リ
部
で
は
第
一
審
を
行
う
役
人
が
当
該
訴
訟
を
処
理
で
き
な
い
場
合
、
近

隣
か
ら
他
の
役
人
を
召
集
し
、
当
該
案
件
を
合
議
に
よ
っ
て
審
理
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
裁
判
に
お
い
て
「
横
の
力
」
を
優
先
す
る
や
り

方
は
、
行
政
序
列
に
従
っ
て
段
階
的
に
下
か
ら
上
へ
、
と
い
う
「
縦
の
力
」
に
頼
っ
て
裁
判
を
行
う
セ
レ
ン
ガ
部
の
事
例
と
異
な
る
。
第

二
に
、
ホ
リ
部
の
法
律
に
は
越
訴
者
に
対
し
て
明
確
な
刑
罰
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
セ
レ
ン
ガ
部
の
法
律
に
は
設
定
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
相
異
も
指
摘
で
き
よ
う
。

5　

清
代
モ
ン
ゴ
ル
と
の
比
較
か
ら
み
る
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
社
会
構
造
と
司
法
制
度

ロ
シ
ア
帝
国
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
侵
攻
と
時
を
同
じ
く
し
、
現
在
の
中
国
東
北
地
域
に
領
地
を
構
え
た
満
洲
が
、
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
に
対
し
て

征
服
を
開
始
し
た
。
し
か
し
ロ
シ
ア
の
対
ブ
リ
ヤ
ー
ト
政
策
と
異
な
り
、
満
洲
は
東
部
の
い
く
つ
か
の
モ
ン
ゴ
ル
部
と
軍
事
的
・
政
治
的

同
盟
を
結
ぶ
こ
と
で
、
他
の
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
を
討
つ
策
を
採
っ
た
。
六
〇
余
年
を
要
し
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ブ
リ
ヤ
ー
ト
征
服
と
比
べ
る

と
、
満
洲
の
モ
ン
ゴ
ル
征
服
は
一
七
五
七
年
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
・
ハ
ン
国
を
崩
壊
さ
せ
る
に
至
る
、
お
よ
そ
一
三
〇
年
の
長
期
に
わ
た
っ

た
。
と
は
い
え
、
広
大
な
領
土
を
誇
っ
た
清
帝
国
の
建
設
に
と
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
の
軍
事
力
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
周
知
の

事
実
で
あ
る
。
実
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
軍
事
力
は
清
帝
国
建
設
以
降
も
重
要
視
さ
れ
、
温
存
の
対
象
と
な
っ
て
い
た（
（4
（

。
こ
れ
と
は
対
照
的
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に
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
は
一
七
六
四
年
か
ら
コ
サ
ッ
ク
軍
を
構
成
し
国
境
の
警
備
を
始
め
た
こ
と
を
除
い
て
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
建
設
お
よ
び

維
持
に
と
っ
て
肝
要
な
軍
事
的
役
割
を
果
た
す
ほ
ど
の
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
帝
国
に
対
す
る
軍
事
的
重
要
性
の
差
が
、

両
帝
国
統
治
下
モ
ン
ゴ
ル
の
政
治
的
地
位
や
自
立
性
の
差
異
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

清
帝
国
は
、
支
配
下
の
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
を
「
盟
―
旗
」
と
い
う
軍
事
的
行
政
組
織
に
編
成
し
た
。
こ
の
盟
（čiγulγan

）
と
旗

（qosiγu

）
は
そ
れ
ぞ
れ
、
上
述
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
事
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
モ
ン
ゴ
ル
固
有
の
部
と
、
そ
の
下
位
の
オ
ト
グ
を
基
礎

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
清
の
統
治
に
お
い
て
、
盟
は
い
く
つ
か
の
旗
を
管
轄
し
、
そ
の
旗
は
さ
ら
に
多
数
の
「
蘇
木
」（sum

u

）

と
呼
ば
れ
る
原
則
一
五
〇
人
の
男
丁
か
ら
構
成
さ
れ
る
下
位
の
行
政
組
織
を
管
轄
し
た
。
各
旗
が
擁
す
る
蘇
木
の
数
は
一
律
で
は
な
く
、

そ
れ
ゆ
え
蘇
木
の
数
は
、
実
際
に
盟
を
通
し
て
各
旗
に
割
り
振
ら
れ
る
、
清
に
対
す
る
兵
士
拠
出
や
貢
租
負
担
の
基
と
な
っ
て
い
た
。
同

時
に
、
こ
う
し
た
軍
事
的
行
政
組
織
を
動
か
し
て
い
く
た
め
の
役
職
シ
ス
テ
ム
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
盟
に
は
盟
長
と

副
盟
長
の
役
職
が
設
置
さ
れ
、
盟
内
の
各
旗
の
旗
長
の
中
か
ら
抜
擢
さ
れ
た
者
が
、
旗
長
と
兼
任
の
形
で
そ
の
任
に
あ
た
っ
た
。
そ
し
て

「
ザ
サ
グ
」
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
固
有
の
役
職
名
で
呼
ば
れ
る
旗
長
に
つ
い
て
は
、
在
来
の
貴
族
が
世
襲
で
そ
の
役
職
に
就
い
た
。
正
副
盟

長
や
旗
長
、
旗
長
補
佐
に
あ
て
ら
れ
る
者
は
貴
族
出
身
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
就
任
に
は
清
皇
帝
の
認
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

旗
内
の
役
職
や
貴
族
の
爵
位
に
基
づ
く
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
、
清
政
府
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た（
（5
（

。

（
49
）　

そ
の
方
策
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
軍
事
行
政
編
成
の
ほ
か
、
漢
人
が
モ
ン
ゴ
ル
地
方
へ
入
植
す
る
こ
と
や
モ
ン
ゴ
ル
人
と
通
婚
す
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
清
の
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
統
治
政
策
に
つ
い
て
は
、
楠
木
賢
道
『
清
朝
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
史
の
研
究
』（
東

京
：
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
と
杉
山
清
彦
『
大
清
帝
国
の
形
成
と
八
旗
制
』（
名
古
屋
：
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。
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こ
の
よ
う
に
、
清
統
治
下
の
モ
ン
ゴ
ル
社
会
は
、
清
政
府
に
よ
る
盟
旗
組
織
と
そ
れ
に
相
応
し
た
役
人
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
新
し
く
編

成
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
清
統
治
下
モ
ン
ゴ
ル
は
、
従
来
の
部
―
オ
ト
グ
組
織
が
盟
―
旗
組
織
に
置
き
換
え
ら
れ
、
満
洲
の
軍
事
組
織
に
基

づ
く
役
人
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
清
統
治
下
の
モ
ン
ゴ
ル
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
清
の
軍
事
組
織
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ

り
、
こ
れ
は
、
コ
サ
ッ
ク
軍
と
し
て
部
分
的
に
徴
集
さ
れ
た
ブ
リ
ヤ
ー
ト
と
は
異
な
る
。

と
は
い
え
、
清
が
モ
ン
ゴ
ル
に
導
入
し
た
軍
事
的
行
政
シ
ス
テ
ム
は
、
モ
ン
ゴ
ル
全
体
を
通
し
て
一
律
的
な
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
例
え
ば
、
一
部
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
中
国
本
土
に
駐
在
し
、
軍
事
的
防
衛
の
任
に
あ
た
る
「
蒙
古
八
旗
」
に
編
成
さ
れ
、
ま
た
、
反

乱
を
起
こ
し
た
旗
の
旗
長
職
は
剝
奪
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
官
僚
が
当
該
旗
を
統
治
し
た
。
す
な
わ
ち
、
上
述
の

ホ
リ
部
と
セ
レ
ン
ガ
部
同
様
、
清
統
治
下
の
モ
ン
ゴ
ル
の
地
方
行
政
組
織
に
も
多
様
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
盟
長
や
旗
長
等
の

地
方
上
層
役
人
の
就
任
に
は
清
皇
帝
の
承
認
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
タ
イ
シ
ャ
が
ロ
シ
ア
皇
帝
に
認
め
ら

れ
な
け
れ
ば
就
任
で
き
な
か
っ
た
こ
と
と
同
じ
性
格
を
も
つ
。

一
方
、
ロ
シ
ア
の
対
ブ
リ
ヤ
ー
ト
政
策
と
同
様
に
、
清
も
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
統
治
の
た
め
の
官
衙
と
法
律
を
徐
々
に
整
備
し
て
い
っ
た
。

ま
ず
一
六
三
六
年
に
「
蒙
古
衙
門
」（
一
六
三
八
年
に
「
理
藩
院
」
へ
改
名
）
と
い
う
中
央
行
政
機
関
を
設
立
し
、
モ
ン
ゴ
ル
関
係
事
務

を
担
わ
せ
た（

（5
（

。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
の
各
地
に
、
状
況
に
応
じ
て
「
将
軍
」
や
「
大
臣
」、「
理
事
司
員
」
と
称
さ
れ
る
諸
官
僚
を
配
置
し

た（
（5
（

。
し
か
し
ブ
リ
ヤ
ー
ト
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
官
衙
の
場
合
と
異
な
り
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
清
の
官
僚
た
ち
の
殆
ど
が
「
八
旗
」
出
身

の
満
洲
人
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
人
で
あ
っ
た（
（5
（

。
つ
ま
り
、
多
く
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
清
の
モ
ン
ゴ
ル
統
治
に
使
わ
れ
て
い
た
と
も
言
え
る
わ
け

で
あ
る
。
清
は
さ
ら
に
、
モ
ン
ゴ
ル
の
固
有
法
に
基
づ
い
て
モ
ン
ゴ
ル
人
専
用
法
を
制
定
し
、
そ
れ
ら
が
時
お
り
法
典
の
形
で
ま
と
め
ら

れ
、
モ
ン
ゴ
ル
の
各
級
役
所
に
送
付
さ
れ
た
。『
蒙
古
律
例
』
と
、
そ
の
後
身
の
『
理
藩
院
則
例
』
が
そ
れ
で
あ
る（
（5
（

。
さ
ら
に
、
旗
レ
ベ
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ル
の
裁
判
で
あ
っ
て
も
、
モ
ン
ゴ
ル
人
専
用
法
に
関
連
規
定
が
な
け
れ
ば
、
中
国
刑
法
典
の
『
大
清
律
例
』
が
適
用
さ
れ
た
。
こ
れ
と
は

対
照
的
に
、
ロ
シ
ア
政
府
は
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
が
自
ら
行
う
裁
判
に
対
し
て
専
用
法
典
を
制
定
し
た
り
、
ロ
シ
ア
法
の
適
用
を
強
要
し
た
り

は
し
な
か
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
官
衙
に
お
け
る
裁
判
で
は
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
に
対
し
て

（
50
）　

清
統
治
下
モ
ン
ゴ
ル
の
盟
旗
シ
ス
テ
ム
や
貴
族
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
金
海
他
（
編
）『
清
代
蒙
古
志
』（
呼
和
浩
特
：
内
蒙
古
人
民
出
版

社
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
そ
の
実
態
に
関
し
て
は
岡
洋
樹
『
清
代
モ
ン
ゴ
ル
盟
旗
制
度
の
研
究
』（
東
京
：
東
方
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）

を
参
照
。

（
51
）　

萩
原
守
「
清
朝
の
蒙
古
例

　

―
―

　『
蒙
古
律
例
』『
理
藩
院
則
例
』
他
」、
滋
賀
秀
三
（
編
）『
中
国
法
制
史
―
基
本
史
料
の
研
究
』（
東
京
：
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）、
六
二
三
頁
。

（
52
）　

将
軍
や
大
臣
に
つ
い
て
は
章
伯
峰
（
編
）『
清
代
各
地
将
軍
都
統
大
臣
等
年
表1796-1911

』（
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
﹇
第
三
版
﹈）

を
参
照
。
な
お
、
理
事
司
員
は
一
八
世
紀
前
半
に
漢
人
の
入
植
が
深
刻
な
内
モ
ン
ゴ
ル
に
設
け
ら
れ
た
役
職
で
あ
り
、
漢
人
農
民
に
対
す
る
税
収
や
漢

人
・
モ
ン
ゴ
ル
人
間
の
紛
争
の
処
理
が
そ
の
主
要
な
任
務
で
あ
っ
た
。
詳
細
は
朱
颯
『
18
―
20
世
紀
初
東
部
蒙
古
農
耕
村
落
化
研
究
』（
呼
和
浩
特
：

内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
一
四
六
〜
一
九
四
頁
、
お
よ
び
白
玉
双
「
清
代
内
蒙
古
地
区
漢
民
管
理
与
蒙
古
、
民
人
交
渉
案
件
的
審

理
　

―
―

　

以
喀
喇
沁
地
区
〝
二
元
管
理
体
制
〞
与
〝
三
堂
会
審
制
度
〞
為
例
」、Q

U
AESTIO

N
S M

O
N

G
O

LO
RU

M
 D

ISPU
TATAE

3 （2007

）,

一
〇
九

〜
一
三
二
頁
を
参
照
。

（
53
）　

モ
ン
ゴ
ル
駐
在
官
僚
の
民
族
（
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
）
構
成
に
関
し
て
は
、
章
伯
峰
（
編
）『
清
代
各
地
将
軍
都
統
大
臣
等
年
表1796-1911

』
が
詳

し
い
。
な
お
、
清
の
八
旗
制
度
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
成
果
と
し
て
、
杉
山
清
彦
『
大
清
帝
国
の
形
成
と
八
旗
制
』
と
承
志
『
ダ
イ
チ
ン
・
グ
ル
ン
と

そ
の
時
代

　

―
―

　

帝
国
の
形
成
と
八
旗
社
会
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）、M

ark C
.E

lliott,The M
anchu W

ay:Eight Banners and 

Ethnic Identity in Late Im
perial C

hina （S
tanford:S

tanford U
niversity P

ress,2001

）
が
存
在
す
る
。

ロ
シ
ア
帝
国
統
治
下
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
社
会
構
造
と
司
法
制
度

　

─
─

　

清
代
モ
ン
ゴ
ル
と
の
比
較
か
ら

　

─
─
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も
ロ
シ
ア
法
が
適
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
清
は
モ
ン
ゴ
ル
に
対
し
て
新
し
い
裁
判
制
度
を
導
入
し
、
そ
の
中
で
最
も
重
要
な
の
が
上
申
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
一

六
六
二
年
以
降
、
死
刑
判
決
は
執
行
前
に
理
藩
院
に
報
告
し
、
中
央
で
の
審
議
に
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
（5
（

。
ま
た
萩
原
守
氏
に
よ
る

と
、「
人
命
案
件
や
少
な
く
と
も
遣
以
上
の
罪
を
伴
う
重
案
」
は
旗
か
ら
盟
―（
駐
防
官
）―
理
藩
院
―
皇
帝
へ
と
上
申
さ
れ
た（
（5
（

。
言
い
換

え
れ
ば
、
軽
微
な
案
件
は
旗
内
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
が
、
命
盗
重
案
は
旗
よ
り
上
申
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い

え
、
清
に
よ
る
国
家
裁
判
制
度
が
モ
ン
ゴ
ル
で
ど
の
程
度
ま
で
機
能
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
ま
た
命
盗
重
案
で

あ
っ
て
も
実
際
は
「
黙
っ
て
内
密
に
」
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た（
（5
（

。
さ
ら
に
、
旗
役
所
が
第
一
審
裁
判
所
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
見
解

の
危
う
さ
が
、
筆
者
の
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
ア
ラ
シ
ャ
旗
で
は
地
方
に
設
置
さ
れ
た
地
方
担
当
官
（daγam

al

）

が
、
婚
姻
や
財
産
紛
争
等
の
軽
微
な
案
件
に
つ
い
て
処
理
で
き
た
の
で
あ
り（
（5
（

、
ま
た
ハ
ラ
チ
ン
右
翼
旗
で
は
、
旗
役
所
に
持
ち
込
ま
れ
た

農
地
争
い
の
よ
う
な
軽
微
な
紛
争
は
、
地
方
の
役
人
に
命
じ
て
処
理
さ
せ
て
い
た（
（5
（

。

こ
う
し
て
、
清
統
治
下
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
命
盗
重
案
が
清
の
国
家
裁
判
制
度
に
準
じ
て
上
申
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
旗
役
所
が
一
審
と
い

う
よ
り
も
実
際
は
二
審
裁
判
所
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
り
し
た
。
こ
の
よ
う
な
裁
判
実
態
は
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
裁
判
事
情
を
理
解
す
る
に
あ

た
っ
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。
当
時
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
社
会
で
も
、
本
来
な
ら
ば
ロ
シ
ア
官
衙
に
報
告
す
べ
き
重
大
な
刑
事
案
件
が
、
ブ

リ
ヤ
ー
ト
側
に
よ
っ
て
内
密
に
処
理
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
と
お
り
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
ホ
リ
部
で
は
オ
ト
グ
長

や
二
百
の
長
が
一
審
裁
判
を
担
う
と
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
に
は
疑
問
が
残
る
。
と
言
う
の
も
、
清
統
治
下
モ
ン
ゴ
ル

の
事
例
に
鑑
み
れ
ば
、
ホ
リ
部
で
は
オ
ト
グ
長
の
下
位
役
職
を
担
う
シ
ュ
レ
ン
ゲ
が
一
審
裁
判
を
担
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
セ
レ
ン
ガ
部
で
は
、
案
件
は
十
戸
の
ザ
イ
サ
ン
や
シ
ュ
レ
ン
ゲ
、
タ
イ
シ
ャ
と
い
う
よ
う
に
上
申
、
ま
た
は
上
訴
さ
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れ
る
と
法
律
で
定
め
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
彼
ら
に
加
え
、
集
団
の
長
も
案
件
処
理
に
あ
た
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
総
じ
て
言
え

ば
、
清
統
治
下
モ
ン
ゴ
ル
の
裁
判
実
態
と
比
較
す
る
と
、
ロ
シ
ア
統
治
下
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
裁
判
制
度
は
、
そ
の
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い

る
枠
組
よ
り
も
多
様
か
つ
複
雑
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

逆
に
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
裁
判
事
情
は
、
清
統
治
下
モ
ン
ゴ
ル
の
裁
判
制
度
理
解
に
ど
の
よ
う
な
示
唆
を
与
え
得
る
だ
ろ
う
か
。
最
も
注

目
す
べ
き
は
、
上
述
の
、
裁
判
に
お
い
て
「
横
の
力
」
を
優
先
す
る
原
則
で
あ
ろ
う
。
ホ
リ
部
で
は
裁
判
を
司
る
オ
ト
グ
長
や
二
百
長
が

当
該
案
件
を
処
理
で
き
な
い
場
合
、
ま
ず
近
隣
に
居
住
す
る
別
の
オ
ト
グ
長
や
二
百
長
を
招
聘
し
、
合
議
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と

み
ら
れ
る
。「
横
の
力
」
の
原
則
は
、
合
議
に
よ
る
意
思
決
定
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
で
あ
り
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
例
に
即
し
て
言
え
ば
、
次

の
二
つ
の
顕
著
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
「
縦
の
力
」（
上
位
機
構
の
下
位
機
関
に
対
す
る
権
力
）
の
利
用
よ
り
も

（
54
）　

こ
れ
ら
の
法
典
は
「
蒙
古
例
」
と
し
俗
称
さ
れ
る
。
蒙
古
例
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
入
門
と
し
て
は
萩
原
守
「
清
朝
の
蒙
古

例
　

―
―

　『
蒙
古
律
例
』『
理
藩
院
則
例
』
他
」
が
有
益
で
あ
る
。

（
55
）　

H
u Y

ing,Justice on the Steppe:Legal Institutions and Practice in Q
ing M

ongolia,P
hD

 dissertation,S
tanford U

niversity,2014,p.129.

（
56
）　

萩
原
守
『
清
代
モ
ン
ゴ
ル
の
裁
判
と
裁
判
文
書
』、
一
八
〇
頁
。

（
57
）　

D
orothea H

euschart, “L
egal P

luralism
 in the Q

ing E
m

pire:M
anchu L

egislation for the M
ongols, ” The International H

istory Review
 20.2 

（1998

）,p.322.

（
58
）　

清
代
ア
ラ
シ
ャ
旗
の
裁
判
制
度
に
つ
い
て
は
、
額
定
其
労
「
清
代
モ
ン
ゴ
ル
の
ア
ラ
シ
ャ
旗
に
お
け
る
裁
判
」（
一
、
二
、
三
）『
法
学
論
叢
』
一

七
〇‒

一
：
一
〇
一
〜
一
一
九
頁；

一
七
〇‒

二
：
一
三
六
〜
一
六
一
頁；

一
七
〇‒
三
：
一
一
九
〜
一
三
九
頁
（
二
〇
一
一
）
を
参
照
。

（
59
）　

額
定
其
労
「
清
代
ハ
ラ
チ
ン
・
モ
ン
ゴ
ル
の
右
翼
旗
に
お
け
る
裁
判
」『
東
北
ア
ジ
ア
研
究
』
一
六
（
二
〇
一
二
）、
一
六
七
〜
二
〇
四
頁
。

ロ
シ
ア
帝
国
統
治
下
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
社
会
構
造
と
司
法
制
度

　

─
─
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「
横
の
力
」（
同
級
機
関
の
合
意
に
よ
る
意
思
決
定
）
を
優
先
し
、
第
二
に
、
そ
の
「
横
の
力
」
は
理
論
上
、
合
議
体
の
構
成
員
の
数
が
増

え
る
ほ
ど
そ
の
正
当
性
と
有
効
性
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る（
（6
（

。
清
統
治
下
モ
ン
ゴ
ル
で
も
、
合
議
に
よ
る
審
理
は
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え

は
、
清
代
ア
ラ
シ
ャ
旗
で
は
旗
役
所
や
地
方
の
裁
判
で
は
、
役
人
が
合
議
で
案
件
の
審
理
に
あ
た
っ
て
い
た（
（6
（

。
合
議
に
よ
る
意
思
決
定

は
、
清
統
治
以
前
の
オ
ト
グ
や
部
の
レ
ベ
ル
で
も
採
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
清
は
こ
う
し
た
「
横
の
力
」
を
重
ん
じ
る

合
議
的
な
意
思
決
定
体
制
を
、
旗
長
や
盟
長
の
よ
う
な
「
縦
の
力
」
の
原
則
に
基
づ
く
官
僚
機
構
に
変
換
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
清
に

よ
っ
て
、
旗
長
や
盟
長
に
独
占
的
な
意
思
決
定
権
が
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
モ
ン
ゴ
ル
の
裁
判
に
お
け
る
「
横
の
力
」
と
「
縦
の
力
」
の
原
則
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
と
清
帝
国
の
統
治
下
の
両
方
の
モ
ン
ゴ

ル
に
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
上
述
の
と
お
り
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
セ
レ
ン
ガ
部
で
は
、
係
争
事
件
は
ま
ず
末
端
の
十
戸
の
ザ
イ
サ
ン
に
訴

え
、
そ
こ
で
処
理
が
困
難
な
案
件
が
上
位
の
シ
ュ
レ
ン
ゲ
、
タ
イ
シ
ャ
へ
と
段
階
的
に
持
ち
込
ま
れ
る
決
ま
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ま
さ

し
く
「
縦
の
力
」
を
優
先
す
る
原
則
を
表
す
手
続
き
で
あ
り
、「
横
の
力
」
を
先
ん
じ
る
ホ
リ
部
の
場
合
と
対
照
的
で
あ
る
。
一
方
、
清

統
治
下
モ
ン
ゴ
ル
諸
旗
も
裁
判
に
お
い
て
一
律
に
「
横
の
力
」
を
重
ん
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
ア
ラ
シ
ャ
旗
で
は
合
議
に

よ
る
審
理
が
重
要
視
さ
れ
る
傾
向
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
隣
接
す
る
オ
ト
グ
旗
で
は
案
件
は
旗
内
の
官
僚
機
構
（
蘇
木
章
京
―
扎
蘭
章
京

―
梅
林
章
京
―
旗
役
所
・
旗
長
）
に
応
じ
て
段
階
的
に
上
申
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た（

（6
（

。

こ
の
よ
う
な
違
い
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
態
に
即
し
た
原
因
究
明
は
現
段
階
で
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、「
横
の
力
」
に

せ
よ
、「
縦
の
力
」
に
せ
よ
、
案
件
審
理
は
地
方
役
人
に
委
ね
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
両
者
の
相
違
は
そ
う
し
た
方
針
を
ど
の
よ
う
に
実
現

す
る
か
（
つ
ま
り
「
縦
の
力
」
か
「
横
の
力
」
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
か
）
と
い
う
統
治
方
法
の
違
い
に
す
ぎ
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
両
原
則
は
相
互
に
分
離
独
立
し
て
存
在
し
た
の
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
併
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
旗
役
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人
は
合
議
し
て
判
決
原
案
を
作
成
し
、
そ
れ
が
最
終
的
に
旗
長
、
或
い
は
さ
ら
に
上
位
の
機
構
の
裁
断
（「
縦
の
力
」）
に
よ
っ
て
結
論
付

け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

6　

む
す
び
に
代
え
て

本
稿
で
は
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
事
例
を
中
心
に
、
ロ
シ
ア
と
清
の
統
治
下
に
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
社
会
構
造
と
司
法
制
度
に
つ
い
て
比
較

検
討
し
た
。
ま
ず
、
行
政
制
度
に
つ
い
て
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
二
つ
の
部
は
相
互
に
異
な
る
側
面
を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
は
清
代
モ
ン
ゴ
ル

（
60
）　

こ
の
よ
う
な
裁
判
に
お
い
て
合
議
体
の
構
成
員
の
数
が
増
え
る
ほ
ど
判
決
の
正
当
性
と
有
効
性
が
増
す
と
い
う
見
方
は
、
異
な
る
オ
ト
グ
の
間
で

発
生
し
た
案
件
の
処
理
の
方
法
か
ら
も
窺
え
る
。
例
え
ば
、
一
七
二
九
年
に
セ
レ
ン
ガ
部
で
起
き
た
二
つ
の
オ
ト
グ
を
跨
ぐ
羊
の
窃
盗
案
件
の
審
理
の

際
、
原
告
と
被
告
が
所
属
す
る
両
オ
ト
グ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
役
人
が
派
遣
さ
れ
、
そ
れ
に
、
事
件
と
無
関
係
の
別
の
オ
ト
グ
の
役
人
が
加
わ
っ
て
い
る
。

事
件
に
関
係
す
る
諸
オ
ト
グ
の
み
の
合
議
よ
り
も
、
そ
れ
に
第
三
者
と
し
て
の
オ
ト
グ
（
一
つ
か
そ
れ
以
上
）
が
参
加
し
た
合
議
の
方
が
正
当
性
が
高

い
と
い
う
こ
と
を
証
左
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
事
例
に
お
け
る
第
三
の
オ
ト
グ
役
人
の
裁
判
へ
の
参
加
は
、
事
件
関
係
両
オ
ト
グ
の
役
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
当
事
者
を
庇
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
も
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
案
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、Н

ацагдорж
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を
参
照
。

（
61
）　

額
定
其
労
「
清
代
モ
ン
ゴ
ル
の
ア
ラ
シ
ャ
旗
に
お
け
る
裁
判
」（
三
）『
法
学
論
叢
』
一
七
〇‒

三
、
一
三
七
頁
。

（
62
）　

清
代
モ
ン
ゴ
ル
の
オ
ト
グ
旗
に
お
け
る
行
政
組
織
と
裁
判
制
度
に
つ
い
て
は
、
額
定
其
労
「
役
所
と
「
地
方
」
の
間

　

―
―

　

清
代
モ
ン
ゴ
ル
の
オ
ト

グ
旗
に
お
け
る
社
会
構
造
と
裁
判
実
態

　

―
―

　

」『
法
制
史
研
究
』
六
七
（
二
〇
一
八
）：
一
〇
三
〜
一
五
九
頁
を
参
照
。

ロ
シ
ア
帝
国
統
治
下
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
社
会
構
造
と
司
法
制
度

　

─
─

　

清
代
モ
ン
ゴ
ル
と
の
比
較
か
ら

　

─
─
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の
各
旗
の
場
合
と
似
て
い
る
。
こ
う
し
た
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
地
域
的
多
様
性
は
、
ロ
シ
ア
と
清
の
両
帝
国
が
現
地
社
会
の
自
立
を
許
容
す

る
統
治
方
針
を
採
っ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
両
帝
国
統
治
下
の
モ
ン
ゴ
ル
の
司
法
制
度
の
比
較
か
ら
、
前
近

代
モ
ン
ゴ
ル
の
社
会
秩
序
を
広
い
射
程
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、
清
統
治
下
の
モ
ン
ゴ
ル
の
裁
判
制
度
か
ら
は
、
ブ

リ
ヤ
ー
ト
の
裁
判
制
度
は
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
り
も
裁
判
の
審
級
と
実
態
が
複
雑
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
逆
に
、
裁

判
に
お
け
る
「
横
の
力
」
と
「
縦
の
力
」
原
則
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
事
情
が
清
統
治
下
モ
ン
ゴ
ル
の
そ
れ
に
対
し
て
有
益
な

傍
証
を
提
供
し
て
く
れ
た
。

一
方
、
ロ
シ
ア
お
よ
び
清
の
両
帝
国
の
統
治
下
に
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
社
会
と
司
法
の
比
較
か
ら
、
両
帝
国
の
モ
ン
ゴ
ル
統
治
政
策
の

異
同
が
見
て
と
れ
た
。
清
は
文
化
的
に
多
様
な
法
実
践
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
保
持
し
つ
つ
も
、
同
時
に
帝
国
全
般
に
お
い
て
は
司
法
制
度

の
統
一
を
図
っ
て
い
た（

（6
（

。
す
な
わ
ち
、
モ
ン
ゴ
ル
固
有
の
基
本
的
社
会
構
造
と
文
化
を
維
持
す
る
と
同
時
に
、
モ
ン
ゴ
ル
に
対
し
て
専
用

法
典
の
発
行
と
使
用
を
求
め
た
り
、
命
盗
重
案
は
清
政
府
側
に
上
申
す
る
と
い
う
よ
う
な
統
一
裁
判
制
度
を
導
入
し
た
り
し
た
。
ロ
シ
ア

の
対
ブ
リ
ヤ
ー
ト
政
策
も
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
側
面
が
あ
る
が
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
裁
判
に
専
用
法
典
や
ロ
シ
ア
法
の
適
用
を
要
求
し
な
か

っ
た
点
は
異
な
る
。

両
帝
国
の
対
モ
ン
ゴ
ル
司
法
政
策
に
相
違
を
も
た
ら
し
た
原
因
と
し
て
は
、
帝
国
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
の
軍
事
的
役
割
や
政
治
的
地
位

の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。
特
に
後
者
に
関
し
て
言
え
ば
、
ロ
シ
ア
人
は
ブ
リ
ヤ
ー
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
を
同
等
の
人
種
と
し
て
よ
り
は
、
未
開

の
後
れ
た
「
異
族
人
」
で
あ
る
と
見
な
し
、
そ
の
結
果
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
の
固
有
法
に
つ
い
て
は
黙
認
は
し
た
も
の
の
、
積
極

的
に
認
め
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
政
府
は
さ
ら
に
、「
未
開
」
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
社
会
を
「
進
化
」
し
た
ロ
シ
ア
社
会
に
徐
々
に

組
み
込
ん
で
い
く
方
針
を
採
っ
た
。
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
〇
一
年
ま
で
の
ロ
シ
ア
の
「
異
族
人
」
に
対
す
る
行
政
改
革
の
結
果
、
ブ
リ
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ヤ
ー
ト
社
会
は
行
政
的
に
い
く
ぶ
ん
ロ
シ
ア
農
民
社
会
と
同
じ
く
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
元
来
の
自
律
性
が
減
ぜ
ら
れ
た（
（6
（

。
ロ
シ
ア
の

対
ブ
リ
ヤ
ー
ト
統
治
方
針
と
対
照
的
に
、
満
洲
人
は
モ
ン
ゴ
ル
人
を
人
種
的
な
差
別
の
目
で
見
て
い
た
の
で
は
な
く
、
モ
ン
ゴ
ル
の
文
化

も
法
も
認
め
て
い
た
。
さ
ら
に
、
満
洲
皇
帝
は
モ
ン
ゴ
ル
人
と
同
じ
く
仏
教
を
信
仰
し
、
ま
た
満
洲
人
自
体
が
少
数
派
で
あ
っ
た
た
め

か
、
モ
ン
ゴ
ル
に
対
し
て
「
進
化
」
政
策
も
実
施
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
し
、
且
つ
多
数
派
で
あ
る
統
治
者
と
し

て
優
越
感
の
あ
っ
た
ロ
シ
ア
人
の
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
に
対
す
る
見
方
と
は
異
な
る
。

し
か
し
、
清
も
結
局
は
そ
の
体
制
を
維
持
で
き
ず
、
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
漢
人
入
植
と
、
そ
れ
に
伴
う
モ
ン
ゴ
ル
人
の
漢
化
を
許
し
て
し
ま

っ
た
。
特
に
一
九
世
紀
末
、
モ
ン
ゴ
ル
草
原
の
開
墾
と
漢
人
入
植
を
公
式
に
許
可
し
、
ま
た
、
と
り
わ
け
中
央
で
の
裁
判
に
、
漢
人
専
用

法
で
あ
る
『
大
清
律
例
』
の
適
用
を
徐
々
に
増
や
し
て
い
っ
た
。
一
方
、
ロ
シ
ア
政
府
は
ブ
リ
ヤ
ー
ト
へ
の
ロ
シ
ア
人
の
入
植
を
奨
励

し
、
重
大
な
案
件
の
場
合
は
ロ
シ
ア
法
を
適
用
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
に
対
し
て
異
民
族
入
植
と
異
質
法
の
適
用
を
奨

め
た
点
で
、
清
と
ロ
シ
ア
は
同
様
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
両
帝
国
と
も
「
都
合
主
義
」
を
貫
い
て
い
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
の
統
治
に
あ
た
っ
て
は
、
清
帝
国
も
ロ
シ
ア
帝
国
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
状
況
に
よ
り
、
帝
国
に
と
っ
て
都
合
の

よ
い
政
策
を
進
め
て
い
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

（
63
）　

H
u Y

ing,Justice on the Steppe:Legal Institutions and Practice in Q
ing M

ongolia,iv.

（
64
）　

A
ndreas K

appeler,The Russian Em
pire: A M

ultiethnic H
istory, trans. by A

lfred C
layton.H

arlow
,E

ngland:L
ongm

an,2001,p.264.
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「
付
記
」
本
稿
に
つ
い
て
は
、
第
三
一
回
東
洋
法
制
史
研
究
会
（
二
〇
一
三
年
）、
第
二
回
・
第
八
回
近
代
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
比
較
法
制

度
史
研
究
会
（
二
〇
一
三
年
・
二
〇
一
六
年
）
で
口
頭
発
表
を
行
い
、
参
加
者
か
ら
有
益
な
指
摘
を
受
け
た
。
ま
た
、
別
途
荒
井
幸
康
氏

と
磯
貝
真
澄
氏
、
塩
谷
哲
史
氏
、
矢
島
洋
一
氏
か
ら
も
有
用
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。
謝
意
を
表
し
た
い
。
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